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第19回姶良中央地区合併協議会会議次第 

 

日時 平成16年２月26日（木）午後１時30分から 

場所 国分シビックセンター多目的ホール 

 

１．開  会  
２．会長あいさつ  
３．委嘱状の交付  
４．新市名称名付け親大賞・親賞の贈呈  
５．諸般の報告  
６．議  事  

（前回提案された事項）  
 ⑴ 協議第44号 建設関係事業の取扱いについて (協定項目25-18) 
 ⑵ 協議第45号 上・下水道事業【水道】の取扱いについて (協定項目25-19-① ) 
 ⑶ 協議第46号 上・下水道事業【下水道】の取扱いについて (協定項目25-19-② ) 
 ⑷ 協議第47号 地域審議会の設置について (協定項目８ ) 
 ⑸ 議案第２号 平成16年度姶良中央地区合併協議会事業計画及び平成16年度姶良  

中央地区合併協議会予算について  
（議決事項）  

 ⑹議案第３号 平成15年度姶良中央地区合併協議会補正予算 (第１号 )について  
７．次回の協議事項について  

（提案説明）  
 ⑴ 協議第39号 農林水産関係事業【農業】の取扱いについて (協定項目25-16-① ) 
 ⑵ 協議第48号 一般職の職員の身分の取扱いについて (協定項目11) 
 ⑶ 協議第49号 町名・字名の取扱いについて (協定項目19) 
 ⑷ 協議第50号 その他事業【指定金融機関等】の取扱いについて (協定項目25-27-① ) 
８．新市まちづくり計画（修正案）について  
９．その他  
 ・次回の会議日程等について  
10．閉 会  
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会 議 出 席 者 

 

         有村 久行委員       山口 茂喜委員 

         福島 英行委員       大庭  勝委員 

         前田 終止委員       脇元  敬委員 

         津田和 操委員       湯前 則子委員 

         小原 健彦委員       新村  俊委員 

         西村 新一郎委員      宮田 揮彦委員 

         笹峯  護委員       上村 哲也委員 

         東麻生原 勉委員      榎木 ヒサエ委員 

         池田  靖委員       松山 典男委員 

         川畑  繁委員       石田 與一委員 

         徳田 和昭委員       徳永 麗子委員 

         川東 清昭委員       砂田 光則委員 

         常盤 信一委員       岩崎 薩男委員 

         木場 幸一委員       松永  讓委員 

         黒木 更生委員       狩集 玲子委員 

         迫田 良信委員       児玉 實光委員 

         浦野 義仁委員       八木 幸夫委員 

         稲垣 克己委員       林  麗子委員 

         川畑 征治委員 

         西  勇一委員 

         松枝 洋一郎委員 

         小久保 明和委員 

         諏訪 順子委員 

         延時 力蔵委員 

         今吉 耕夫委員 

         今島  光委員 

         秋峯 イクヨ委員 

         道祖瀬戸 謙二委員 

         森山 博文委員 

         原  京子委員 
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会 議 欠 席 者 

 

         吉村 久則委員 

         東鶴 芳一委員 

         永田 龍二委員 

         原田 統之介委員 
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「開 会  午後 １時３０分」  
〇姶良中央地区合併協議会事務局参事（仙場 裕也）  
 本日は協議会規約に定めます２分の１以上の出席という定足数を満たしており

ますので、ただいまから第 19回姶良中央地区合併協議会を開会いたします。な
お、ご都合によりまして吉村委員、原田委員、東鶴委員、永田委員から本日の会

議の欠席のお届けをいただいております。まず初めに姶良中央地区合併協議会会

長がごあいさつを申し上げます。  
〇姶良中央地区合併協議会会長（鶴丸 明人）  
 皆様こんにちは。ここ数日家々の梅の花もほころびましてスッカリ春の兆しを

感じるようになったところでございます。本日は第 19回目の協議会を開催いた
しましたところ、委員の皆様方には大変お忙しい中、ご出席を賜り、厚く御礼を

申し上げたいと思います。本日も午前中には第 13回目の議会議員の定数及び任
期に関する検討小委員会を開催いただいたところでございますが、慎重審議を重

ねていただいておりますことに対しまして深く感謝を申し上げる次第でございま

す。他の地域の合併協議会の状況ではございますが、ご案内のとおり、去る２月

19日、川内市におきまして川薩地区法定合併協議会の１市４町４村の合併協定
調印式が盛大に行われたようでございます。現行の合併特例法に基づく県内では

第１号の合併調印式でございましたが、合併の日が平成 16年 10月12日、これを
目標にし、合併されますと、区域面積では県内一の、また、人口では鹿児島市に

次ぐ２番目の市が誕生するということになるようでございます。さて、本日は、

この当協議会には本日から牧園町の前田終止委員、そして脇元敬委員のお二人に

もご出席をいただいております。この後委嘱状の交付をさせていただきますので、

どうかよろしくお願い申し上げたいと思います。また、新市の名称につきまして

は「霧島市」ということで前回それこそ全会一致で決まったところでございます

が、本日は新市の名称の名付け親大賞、それから名付け親賞の贈呈も計画をいた

しております。どうかよろしく併せてお願いを申し上げたいと思います。本日も、

お手元に配付をさせていただいておりますように、多くの審議・協議事項を掲げ

ておりますけれども、途中で本日もまた休憩をとりながら、皆様のご協力をいた

だき実りの多い会議にさせていただきたいと考えておりますので、どうかよろし

くお願いを申し上げます。  
〇姶良中央地区合併協議会事務局参事（仙場 裕也）  
 続きまして委嘱状の交付を行います。初めに新しく牧園町長に就任されました

前田終止様に協議会会長の方から協議会委員の委嘱状を交付いたします。  
〇姶良中央地区合併協議会会長（鶴丸 明人）  
 委嘱状、前田終止殿、あなたを姶良中央地区合併協議会委員に委嘱します。任
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期は平成16年２月26日から協議会解散の日までとします。平成16年２月 26日、
姶良中央地区合併協議会会長鶴丸明人、どうかよろしくお願いします。（拍手）  
〇姶良中央地区合併協議会事務局参事（仙場 裕也）  
 続きまして、牧園町の倉田委員の辞任に伴いまして、その後任として選任され

ました脇元様、お願いいたします。  
〇姶良中央地区合併協議会会長（鶴丸 明人）  
 委嘱状、脇元敬殿、あなたを姶良中央地区合併協議会委員に委嘱します。以下

同文でございます。よろしくお願いします。（拍手）  
〇姶良中央地区合併協議会事務局参事（仙場 裕也）  
 以上で委嘱状の交付を終わります。続きまして新市名称名付け親大賞、名付け

親賞の贈呈を行います。新市の名称として漢字の「霧島市」と応募された人の中

から抽選で当選されました名付け親大賞１名、名付け親賞５名、計６名のうち本

日は４名の方にご出席をいただいております。ただいまからご出席をいただきま

した４名の方に協議会の会長の方から賞状及び商品の贈呈を行います。まず初め

に名付け親大賞に当選されました霧島町の馬場ミエ子様に賞状及び商品が贈られ

ます。  
〇姶良中央地区合併協議会会長（鶴丸 明人）  
 賞状、名付け親大賞、馬場ミエ子殿、あなたは、合併後の新しい市の名称に決

定した「霧島市」に応募された方の中から抽選の結果、頭書のとおり栄えある名

付け親大賞に選ばれましたので、これを賞します。平成 16年２月 26日、鹿児島
県姶良中央地区合併協議会会長鶴丸明人、おめでとうございました。（拍手）  
〇姶良中央地区合併協議会事務局参事（仙場 裕也）  
 続きまして名付け親賞に当選されました３名の方に賞状及び商品が贈られます。

宇野沙織様、中央の方にお進みください。  
〇姶良中央地区合併協議会会長（鶴丸 明人）  
 賞状、名付け親賞、宇野沙織殿、あなたは、合併後の新しい市の名称に決定し

た「霧島市」に応募された方の中から抽選の結果、名付け親賞に選ばれましたの

で、これを賞します。平成 16年２月 26日、鹿児島県姶良中央地区合併協議会会
長鶴丸明人、おめでとうございました。（拍手）  
〇姶良中央地区合併協議会事務局参事（仙場 裕也）  
 続きまして岩上初江様でございます。  
〇姶良中央地区合併協議会会長（鶴丸 明人）  
 賞状、名付け親賞、岩上初江殿、以下同文でございますが、おめでとうござい

ました。（拍手）  
〇姶良中央地区合併協議会事務局参事（仙場 裕也）  



 - 6 - 

 続きまして荒木とみ子様でございます。  
〇姶良中央地区合併協議会会長（鶴丸 明人）  
 賞状、名付け親賞、荒木とみ子殿、以下同文でございますが、おめでとうござ

います。どうもおめでとうございました。（拍手）  
〇姶良中央地区合併協議会事務局参事（仙場 裕也）  
 なお、本日は、名付け親賞に当選されました中食有希子様、中村千穂子様はご

都合によりまして欠席でございますので、後日賞状、商品を贈らせていただきま

す。会長の方からお祝い、お礼のごあいさつがございます。  
〇姶良中央地区合併協議会会長（鶴丸 明人）  
 それでは、一言お礼のごあいさつを申し上げます。今回の新市の名称の「霧島

市」、この名称につきましては、全体で 3,887の新しい名称の応募が出されまし
たが、そのうちの「霧島市」というのは935名でございました。その中で前回の
協議会で厳正な抽選をさせていただきました。今ここにおられます４人の方々に

名付け親大賞、それから名付け親賞を贈呈させていただいたところでございます。

新しいまちがスタートいたしますと「霧島市」という名称でこのまちがスタート

するわけでございますが、新しいこの「霧島市」という名称は、住んでおられる

方々にとっても、それから新しいまちをつくっていく中でも最もシンボルと、象

徴というふうになるものだと思っております。大変大事なものだと思っていると

ころでございます。受賞された皆様方は一般の方よりもなおこの名前には愛着を

覚えられるのではないかなと思っているところでございます。今日は大変お忙し

い中、この受賞式に参加をいただきまして誠にありがとうございました。本当に

おめでとうございました。（拍手）  
〇姶良中央地区合併協議会事務局参事（仙場 裕也）  
 以上をもちまして新市名称名付け親大賞及び名付け親賞の贈呈を終わらせてい

ただきます。これからの会議の進行につきましては、協議会規約に基づきまして

会長が議長を務めて進行いたします。よろしくお願いいたします。  
〇姶良中央地区合併協議会会長（鶴丸 明人）  
 それでは、会議の議長を務めさせていただきます。ここで先に牧園町の前田委

員さんの方から発言の機会を求められておりますので、ご発言をよろしくお願い

申し上げます。  
〇姶良中央地区合併協議会委員（前田 終止）  
 皆さんこんにちは。このたびの牧園町長選挙によって当選をさせていただき、

皆さん方の合併協議会の新たなる委員として選任をいただきました前田終止でご

ざいます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 18回に及ぶ皆さん方の真摯な
協議を評価を申し上げ、そして尊重をしたいという気持ちでございます。今後は
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皆さんと共に自分たちのふるさとを自分たちでつくっていくんだという覚悟を持

ち、そしてよりよい合併を目指して共に頑張っていきたいと、こういう覚悟でご

ざいます。どうぞよろしくお願い申し上げます。（拍手）  
〇姶良中央地区合併協議会会長（鶴丸 明人）  
 引き続きまして脇元委員の方からもよろしくお願い申し上げます。  
〇姶良中央地区合併協議会委員（脇元 敬）  
 こんにちは。牧園の脇元と申します。何分若輩者で勉強不足ではありますけれ

ども、私の人生の修行の場と位置付けて一生懸命取り組みたいと考えております。

私たちの子供たちの世代、そして、また、その子供たちの世代に伝える、残す。

そして夢のある合併、そしてこの協議会へ参加できますことを心から光栄に感じ

ております。また、皆様にこうしてお会いできる機会を与えてくださったことを

感謝しております。どうぞよろしくお願いいたします。ありがとうございました。

（拍手）  
〇姶良中央地区合併協議会会長（鶴丸 明人）  
 ただいま前田委員、脇元委員からごあいさつをいただき、ありがとうございま

した。どうか姶良中央地区合併協議会のためにご協力・ご尽力を賜りますようよ

ろしくお願いを申し上げます。それでは、本日の会議次第に従いまして会議を進

めさせていただきます。初めに会議次第第５の諸般の報告でございます。合併協

議会の行事や事務局の動き等についての事務局の説明をお願いいたします。  
〇姶良中央地区合併協議会事務局長（藤田 満）  
 それでは、諸般の報告を申し上げます。本日の会議資料、会議次第に続きまし

て２ページ目をお開きいただきたいと思います。２ページに協議会の行事や事務

局の動きについて整理をしてございます。２月の 12日に第 18回の協議会が開催
されました以降それぞれ会議が開催されておりますが、その主なものについてご

報告申し上げます。２月 19日の木曜日には第 19回の幹事会を当多目的ホールで
開催いたしておりまして、その内容につきましては本日提案いたします協議事項

等についての協議を行っております。それから、２月の 25日でございますけれ
ども、昨日でございますが、教育長会を溝辺町において開催いたしております。

教育関係の協議事項が取りまとまっておりますので、事前にそれらの事項につい

て説明をし、協議を行っております。諸手続きを経ましてまた本協議会の方にご

提案を申し上げるという形になってまいります。本日が第 19回の協議会でござ
います。それから、今後の予定でございますけれども、下の方に整理をしてござ

いますので、お目通しをいただきたいと思います。それから、本日配付をいたし

ました資料の中にカラーの印刷物でございますが、よかまちサミットのまちづく

りニュース第６号として添えてございます。これにつきましては、新市まちづく
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り計画の概要版を昨年 11月末にまとめまして、 12月からそれぞれの各市、町で
住民説明会を開催し、そして、また、分科会の委員等の意見を踏まえながら、そ

れぞれ出された意見を反映をさせるべくこの新市まちづくり計画の概要版の修正

作業を行ってまいりました。その一環としてフォーラム委員の方々との意見交換

を行ったその結果についての報告でございます。このような修正されたものにつ

きましては本日提案いたしておりますので、内容につきましてはその場で説明を

し、ご協議をいただきたいというふうに思っております。以上が前回協議会から

の主な会議等についての報告でございます。諸般の報告に代えさせていただきま

す。  
〇姶良中央地区合併協議会会長（鶴丸 明人）  
 ただいま事務局より説明がございました諸般の報告につきまして何かございま

せんでしょうか。  
［「なし」と言う声あり］  

 特に質問等はないようでございますので、諸般の報告は終わらせていただきま

す。続きまして会議次第６の議事に入ります。議事の⑴、協議第 44号、建設関
係事業の取扱いについて（協定項目 25－ 18）を議題といたします。本件につき
ましては前回の会議で建設専門部会の方から提案説明を行っておりますが、補足

説明ございますか。はい、部長。  
〇姶良中央地区合併協議会建設専門部会長（成枝 靖夫）  
 建設部会長の成枝でございます。よろしくお願い申し上げます。建設関係事業

の取扱いにつきましては、先の第 18回協議会で事前提案申し上げ、説明させて
いただきましたとおりでございます。その後訂正及び補正等はございませんでし

たので、よろしくご協議いただきますようお願い申し上げます。なお、本日専門

部会副部会長並びに各分科会長も同席させていただいておりますので、併せてよ

ろしくお願い申し上げます。ありがとうございました。  
〇姶良中央地区合併協議会会長（鶴丸 明人）  
 それでは、ただいまから協議会に入ります。本件についてのご質問・ご意見等

をお願いいたします。はい、木場委員。  
〇姶良中央地区合併協議会委員（木場 幸一）  
 ６ページの協議事項、 25－ 18、建設関係事業の所の砂防等関連事業の項目で
ございますが、調整の内容が「砂防等関連事業については、現行のとおり新市に

引き継ぐ。なお、分担金の負担割合については、合併までに調整する。」とあり

ますけれども、この内容を見てみますと、国分市だけが分担金を徴収しているよ

うでありますが、ほかの町は全部徴収なしという形でありますので、この辺を方

向として徴収なしという方向付けはできないものかどうか。事務局の方にお伺い
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いたします。  
〇姶良中央地区合併協議会建設専門部会長（成枝 靖夫）  
 一応国分市だけが徴収ということをいたしておりますので、そこを含めまして

今後調整していくということでございます。要するにほかの６町さんですかね、

それは徴収されておりませんので、一応今後いろんなのを勘案しながら、するか、

しないかというそういうことまで含めて調整、今後の調整させていただきたいと

いうことでございます。  
〇姶良中央地区合併協議会委員（木場 幸一）  
 そのことは分かっているわけです。しない方向付けはできないかという質問で

す。  
〇姶良中央地区合併協議会建設専門部会長（成枝 靖夫）  
 まだそこらあたりまではっきりとしないということをここではちょっとまだ申

し上げられないところでございます。それを含めまして、しないことも含めまし

て今後協議していくということでございますので、よろしくお願いいたします。  
〇姶良中央地区合併協議会委員（木場 幸一）  
 非常に厳しい財政事情の中でありますけれども、ほかの町村全部がなしという

方向付けを今までそういう形で取り組んできておられますので、ない方向で検討

いただきたいという私たちの特別委員会からの中での意見もありましたので、よ

ろしくお願いします。  
〇姶良中央地区合併協議会会長（鶴丸 明人）  
 ほかにございませんでしょうか。はい、稲垣委員。  
〇姶良中央地区合併協議会委員（稲垣 克己）  
 ７番についてですねお尋ねしたいんですけれども、都市計画法関連調査（マス

タープラン）等についてということでですね「新市において都市計画基礎調査を

実施し、計画を策定する。なお、新計画が策定されるまでの間は、現計画を新市

に引き継ぎ運用する。」というふうに表現されているんですが、この「新計画が

策定されるまでの間」というふうに表現されている部分についてお尋ねをしたい

んですが、これは今までのその事務事業の突き合わせの中でこういう表現をされ

たその経緯ですね、また、この策定されるまでの間ということは、主にいつ頃ま

でをそれを想定されているのかですね。協議の中身についてお尋ねしたいと思い

ます。  
〇姶良中央地区合併協議会建設専門副部会長（岡元 邦昭）  
 ご説明申し上げます。都市計画関連法基礎調査についてはおおむね５年ごとに、

５年前に行うようになっておりまして、新市において速やかに基礎調査を実施し、

一体的な都市計画をつくる必要から、それまでの間については、現在各市町にお
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いてマスタープランを持っておりますので、それを引き続き運用するということ

でございます。  
〇姶良中央地区合併協議会委員（稲垣 克己）  
 そうしますと、５年というふうに、５年後というふうに理解してよろしいんで

すか。  
〇姶良中央地区合併協議会建設専門副部会長（岡元 邦昭）  
 早ければもうちょっと早く済むと思いますが、おおむね３年から５年というふ

うに考えております。  
〇姶良中央地区合併協議会会長（鶴丸 明人）  
 ほかにございませんでしょうか。  
〇姶良中央地区合併協議会委員（稲垣 克己）  
 すいません、たびたび。都市計画税はですね、今、国分市と隼人町だけが徴収

していますね。溝辺町も今区画整理されたり、ほかの町もですね都市計画、様々

な計画があると思うんですが、これは今後どのように取扱われるのかですね。今

後の計画との関連でお尋ねをしたいと思います。また、徴収してない五つの町が

ありますが、その五つの町での議論はどういう経過をたどっているのかですね。

ご紹介いただければというふうに思います。以上です。  
〇姶良中央地区合併協議会建設専門副部会長（岡元 邦昭）  
 お答えします。都市計画税については国分市と隼人町と徴収しておりますが、

これは建設部会でありまして、税務の方の分科会で今協議の最中でございますの

で、そちらの方でよろしくお願いします。  
〇姶良中央地区合併協議会会長（鶴丸 明人）  
 これはですね税務部会の方で、総務部会ですね、事務局の方で答えさせますの

で。  
〇姶良中央地区合併協議会事務局次長（濱﨑 正治）  
 それでは、都市計画税についてご報告申し上げます。これにつきましては昨年

の 11月 25日この協議会に提出されて、次の協議会で協議され、承認されており
ます。それにつきましては、内容につきましては、「都市計画税は、課税区域及

び税率については現行のとおりとする。ただし、新たな区域と税率については、

新市において調整するものとする。」というような調整方針で承認になった経過

がございます。以上です。  
〇姶良中央地区合併協議会会長（鶴丸 明人）  
 ほかにございませんでしょうか。はい、木場委員。  
〇姶良中央地区合併協議会委員（木場 幸一）  
 31ページの協議事項 10の公営住宅建設事業の項目でございますが、今まで各



 - 11 - 

町にも住宅マスタープランなどがあってそれなりに住宅建設計画などができてい

ると思いますけれども、新しい市になりますとどうしても中心部に対する需要は

希望者が増えるんじゃないかというような懸念するところでありますが、周辺部

に対してのその今までの各町の住宅計画などに対する配慮はどのような方向で検

討されるものかお伺いいたします。  
〇姶良中央地区合併協議会建設専門副部会長（岡元 邦昭）  
 お答えします。現在各市町において住宅マスタープラン等の計画があるわけで

すが、現在の主な事業は住宅需要に合わせて老朽化に伴う耐用年数を経過した住

宅の建て替えでありまして、そういうのはすべての市町でやっております。新規

事業についてはそういう建て替え、現在の建て替え等も含めてまた新市において

検討するというふうに計画でございます。  
〇姶良中央地区合併協議会委員（木場 幸一）  
 合併によって周辺地域の過疎化がかなり心配されているわけですが、その辺に

対しましても、建て替えだけではなく、新規事業の導入までも含めて非常に十分

な配慮をした検討をいただきたいという要望をしておきます。  
〇姶良中央地区合併協議会会長（鶴丸 明人）  
 はい、ありがとうございました。ほかにございませんでしょうか。はい、浦野

委員。  
〇姶良中央地区合併協議会委員（浦野 義仁）  
 まちづくり委員会等ですよ、多分に私は感ずるところ総花的なですね話になっ

ているわけでございます。このこれの 15ページですか、街路事業について、そ
れから、６、公共団体、土地区画整理事業につきましてもですね各自治体、現在

の自治体における中で一番大きな差があると思うんですよ。これをそのまま新市

で継続して調整するとなればですね建設計画の経費自体がですね多額なものにな

ってくると思うんですよ。だから、私は要望なんですが、新市でするのは賛成な

んですが、その辺をですねどのように持っていくか。ない所は一つもないと、あ

る所はですね積算しただけでも大変な金額がなっているわけです。これをこのま

ま肯定されて、そのまま引き続いて事業計画を入れていくということはですね私

はおかしいんじゃないかと。だから、新市になった時のですね会計をよく考えた

上でですね調整していただきたいと、そのように思うんですが、よろしいでしょ

うか。  
〇姶良中央地区合併協議会事務局長（藤田 満）  
 新市の計画づくりとの関連でのお尋ねだと思います。本日もいわゆる修正版と

しての新市のまちづくり計画をご協議願うことになっておりますけれども、これ

はあくまでも基本構想・基本計画的な要素が盛り込まれているものでございます。
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その中にはいわゆる事業項目として各分野の項目が整理をされております。この

基本計画に盛り込まれたものは今後財政の方との整合性を保ちながらいわゆる実

施の計画という形に進めてまいるということになります。したがいまして、この

計画のものが総花的になるのはある意味致し方ないのかなとは思っておりますけ

れども、これへの肉付けにつきましては、それらの要素を踏まえて、財政を踏ま

えて、そして建設計画、いわゆる実施計画の方に反映をさせていくという、その

中で整理をしてまいりたいというふうに考えております。  
〇姶良中央地区合併協議会委員（浦野 義仁）  
 財政がですよ逼迫すると。幾ら合併特例債があるからとか、いろんな国・県の

支援事業としてあってもですね、新市になってからあれもできなかった、これも

できなかったというようじゃ私はですね新市に対する失望感だけがくると思うん

ですよ。また、新市の市民を裏切ることになりますので、その辺はですねできる

だけきっちりした財政計画の下で立てていただきたい。このように要望いたして

おきます。よろしいでしょうか。  
〇姶良中央地区合併協議会会長（鶴丸 明人）  
 そのほかにございませんでしょうか。はい、稲垣委員。  
〇姶良中央地区合併協議会委員（稲垣 克己）  
 この中にはないんですが、すいませんでした。特例債関係についてお尋ねして

よろしいんですか、建設事業関係というふうになっているもんですから。お尋ね

して、お答えいただけるんでしょうか。  
〇姶良中央地区合併協議会会長（鶴丸 明人）  
 これまで取り上げてはいませんので、いろいろこれまで審議した内容のものも

ございますので、その辺はまた改めて勉強をしていただくということにいたしま

して、今の部分の中で特にその特例債の中でお聞きになりたいというどの部分な

んでしょうか。  
〇姶良中央地区合併協議会委員（稲垣 克己）  
 計画はあらかじめ県の方に提出していかなければいけないというふうに聞いて

いるんですけれども、その認可が必要なんですよね、県の、は必要ないんですか。

その主な事業というのはどういうものがある。  
〇姶良中央地区合併協議会会長（鶴丸 明人）  
 ちょっと視点、恐らく事業計画とか、これまでずっともう会を重ねてまいって

おりまして、計画書をつくる時、それから事業費の算定、ずうっとこう整理をし

てきておりますので、今日の内容はですね今この提案している部分の内容でご協

議を進めていただきたいと思いますので、（「分かりました。了解しました。は

い、はい、はい。」と言う声あり）、よろしくお願いします。ほかにはございま
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せんでしょうか。  
［「なし」と言う声あり］  

 特にないようでありますので、この件につきまして特にございませんでしょう

か。委員の皆様にお諮りをいたしたいと思います。この件につきましては提案の

とおり承認するということでご異議ございませんでしょうか。  
［「異議なし」と言う声あり］  

 異議なしということでございますので、協議第 44号、建設関係事業の取扱い
について（協定項目 25－ 18）は提案のとおり承認されました。続きまして議事
の⑵、協議第 45号、上・下水道事業【水道】の取扱いについて（協定項目 25－
19－①）を議題といたします。本件につきましては前回の会議で企業公営等専
門部会から提案説明を行っておりますが、何か補足説明がございますでしょうか。

はい、専門部会長。  
〇姶良中央地区合併協議会公営企業等専門副部会長（石塚 義人）  
 皆さんこんにちは。公営部会の石塚でございます。資料につきましては前回の

第 18回の別冊資料の２でございます。前回説明申し上げましたので、今回はこ
れまでの協議の経過と論点等について申し上げます。水道関係の協議につきまし

ては慎重に協議を重ねてまいりました。協議する中で各市町の中から再三上げら

れた点は、住民感情等考慮すると、水道料金の早急な統一に、特に料金が上昇す

る場合は困難であるということでございました。これは簡易水道事業を経営して

いる町においては、現行の水道料金は、住民の福祉が優先され、一般会計から繰

入金等を受けるなどして比較的低額で設定してありますが、合併後安定した水道

事業経営を目指すには合理的な根拠に基づく料金算定が不可欠であることを考え

ると料金が上昇するのではないかという懸念から出発しております。この点につ

きましては合併後の水道事業の在り方なども密接に関係いたしますが、合理的な

積算根拠を提示し、適切な水道料金体系を算出するため、新年度予算において分

析を行うことができるよう各市町足並みを揃えて予算を要求していただいている

ところでございます。また、料金の統一時期については、合併後５年間で統一す

るといたしております。以上が協議の中で再三出てきた問題でございますけれど

も、本日は公営企業部会長、それに分科会長も同席しております。以上、協議よ

ろしくお願いいたします。  
〇姶良中央地区合併協議会会長（鶴丸 明人）  
 それでは、協議に入りたいと思います。本件につきましてのご質問・ご意見等

をお願いいたします。はい、延時委員。  
〇姶良中央地区合併協議会委員（延時 力蔵）  
 協定項目の１番目に「上水道については、合併と同時に統合する。簡易水道事
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業については、公営企業会計として新市において統合する。」、２番目において、

上から３行目でございますけれども、「現行のとおり新市創設認可を受けること

とする。」ということがございますが、これについての考え方、整合性について

説明をいただきます。  
〇姶良中央地区合併協議会公営企業等専門副部会長（石塚 義人）  
 国分市と溝辺町及び隼人町の水道事業というのは今現行の適法を受けておりま

す企業会計で行っているわけなんですけれども、また、ほかの６町、横川町、牧

園町、霧島町、福山町及び隼人町の簡水事業、一部簡水事業でございますけれど

も、これは合併と同時に公営企業を全部適用した上で公営企業水道としてすると

いうことでございますが、これは水道料金とか、あるいは公営企業の方でやりま

すと、公営企業では資産あるいはいろんな物についての減価償却、そういうのを

求めて、現金及び建物あるいはそこにある資産、水道の管とか、そういう物につ

いても減価償却をして、それで行っているわけなんですけれども、簡易水道につ

きましてはそういうことをやっておりませんので、それを公営企業の方に持って

いきまして統合しまして、そして一緒にそういうことが、減価償却をして適正な

水道料金、そして統合することにより１市の適正な照合ができるようにというこ

とで統合するというふうにしております。  
〇姶良中央地区合併協議会委員（延時 力蔵）  
 統合ということなんですけれども、統合とはいわゆる一つにまとめ上げること

を統合すると理解しますが、水道施設は、上水道事業においても、簡易水道事業

におきましても市民が最も密接に感ずる施設でございます。そういった面で、資

料を見てみますと、簡易水道事業においては、国分が二つの地区、横川が六つの

地区、牧園が八つの地区、霧島が２地区、隼人が１地区、福山が８地区、合計

27の地区になっていると思いますが、それをば統合するとなりますと、計画、
給水人口にしましても３万 2,584人と計算がされます。現在の給水人口が２万
5,771人となってきますが、霧島市簡易水道事業として統合されるのかどうか。
その辺の考え方はどうなんですか。  
〇姶良中央地区合併協議会公営企業等専門副部会長（石塚 義人）  
 ちょっと私の説明が誤りがございまして申し訳ございません。簡易水道は簡易

水道として当分の、そして上水道は上水道ということで統合はしていきますとい

うことでございます。  
〇姶良中央地区合併協議会委員（延時 力蔵）  
 上水道については分かるわけでございますが、簡易水道は簡易水道として進め

ていく、統合していくとなってきますと、水道法の適用で、いわゆる100人未満
の場合は特設の水道法にあります。101人から５千人までが簡易水道事業、そし
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て５千人を超えるのに上水道事業となってきますが、簡易水道の取り組み、いわ

ゆる創設認可、いわゆる水道事業を起こす場合は新設認可と変更認可、創設認可、

新設と創設とはそう意味的には変わらんわけですが、合併、市町村合併に伴う合

併については全国的に「創設」という言葉を使った方が好ましいだろうというこ

とで指導も受けていらっしゃると思うんです。そうした面から見まして「創設認

可」という文言がここに載っていると思いますが、そうした場合に簡易水道全部

をば統合するのか。それぞれの先ほど申し上げました 27地区、もちろん水源も
異なります。給水地区も異なりますが、２番目には「現行のとおり新市創設認可

を受ける。」ということでございますが、水道事業計画については。それと１番

目との、「統合する。」という言葉との私はちょっと理解も苦しむし、要はこう

でしょう。合併と同時に現行の上水道、簡易水道事業はすべて廃止をし、直ちに

創設認可を受けるということになろうと思うんですけれども、最初に、１番目は、

この出されたものを見ますと、いわゆる会計上の一元化ということで絞ってあり

ます。２番目がいわゆる事業でしていますが、いわゆる事業そのものがいわゆる

認可事務ですので、認可事務が先に立ってこなきゃならない。協定項目の１番目

には認可すること。どういった形で認可するかということが１番、まず最初に議

論されなければならない項目ではなかったのかなあと、１番目と２番目がこう両

方にまたがったような格好をしてございますので、理解がし難いわけでございま

す。その辺をどのように事務局なり、検討委員会の方で判断されたのかお尋ねい

たします。  
〇姶良中央地区合併協議会公営企業等専門副部会長（石塚 義人）  
 確かに今、委員がおっしゃるとおりでございますけれども、確かに合併の時点

ですべての破棄しまして、そして創設認可を新しくもらいます。それが最初でご

ざいます。そしてこの統合する、２番目の統合するは、最初の統合は会計を統合

していくんだと、企業会計に、簡易水道事業も公営企業の方に会計だけは全部適

用して統合したいと。そして各あります簡易水道はそのまましておきまして、会

計だけは一つの統一したものにしていこうということでございます。  
〇姶良中央地区合併協議会委員（延時 力蔵）  
 今のような答弁であれば、そのとおりここに協定項目に書くべきじゃなかった

んですかね。いわゆる会計のみは統合していくんだ、上水道事業として。あるい

は、また、簡易水道についても公営企業会計を適用した上で統合していくんだと、

会計のみであればですよ。許認可の関係との、いや、許認可じゃありません。認

可の関係等がここに２番目の所に事業と絡んできますので、なかなか理解がし難

いなあと思っております。県の水道係の方からの指導も受けられたんですかね。  
〇姶良中央地区合併協議会公営企業等専門副部会長（石塚 義人）  
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 １番目は公営企業法適用と会計の一元化ということでお願いをし、２番目の方

で上水道、簡易水道の事業のお願いを新市において策定すると、創設、「新市創

設認可を受けること。」ということで、会計の一元化とその認可の方とは別々に

行ってはいるんですけれども。  
〇姶良中央地区合併協議会委員（延時 力蔵）  
 先ほど申し上げましたように、水道事業は、管理者が設置し、多くの市民に関

係のあることですね。そうしますと認可事業ですから認可が先に立たなければい

けないと思うんですよ。認可が２番目に書いてあるし、しかも事業と同時、一緒

に書いてあるわけでしょう。それと簡易水道事業についてはそれぞれ、 27地区
はそれぞれに今まで認可を受けていると思うんです。そこをどうするか。いわゆ

る毎月の水質検査、毎日の、毎日行う水質検査あるいは月に１回の水質検査、年

に 50項目に及ぶ水質検査とか、そういったものもそれぞれの地区ごとの検査を
受けていかなきゃいけないはずだと思います。上水道であっても統合したとして

も国分は国分、あるいは、また、隼人は隼人、溝辺は溝辺のその事業ごとに、給

水区域ごとに水質検査もしていかなけりゃならないと思うんですよね。そういっ

たことを明快にここではできるような協定項目が必要じゃないんですかね。  
〇姶良中央地区合併協議会公営企業等専門副部会長（石塚 義人）  
 確かにおっしゃるとおり、認可の方が先についた方がいいような感じはいたし

ますが、非常に申し訳ございませんけれども、協議をする内容の中で１、２とい

うようなこういう感じについて協議に出してしまいましたので、うちの方の分科

会、専門部会、いろんな部会の方でも認可、そういうことについての方がもんで、

すべてはいろんな所の意見等を聞きながら、今おっしゃったようなあれで調整は

してまいっております。どちらも大切ということは分かっておりますので、ご理

解をお願いしたいと思います。  
〇姶良中央地区合併協議会委員（延時 力蔵）  
 許可じゃないでしょう、この事業は。許可ではないでしょう。（「認可で

す。」と言う声あり）、２番目に「新市創設許可を受けることとする。」となっ

ておりますよね。なっておりますよね。 （「はい、はい、だから、これを１番

目に出した方がよかったのかもしれません。」という声あり）、それでその辺の

所との絡みですよ。それで今申し上げますように、 27地区をですね全部統合し
て３万２千人というのは、水道法の関係でこれは上水道に変えなさいと、必ず、

県の保健福祉部の生活衛生課の水道係ですか、ここが認可するわけなんですから、

そこは言うと思いますよ。  
〇姶良中央地区合併協議会公営企業等専門副部会長（石塚 義人）  
 簡水をすべてこう集めて上水にしなさいということではございません。簡水は
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簡水で統合していくわけなんですから、ただ会計上を企業会計に一つにまとめた

方が合併に関して、企業会計と一般の会計が、特別会計がございますと、端末機

やら、あるいは場所やら、そして人員も増えてきますので、企業会計に一つにし

ますと、その分だけは会計の一元化でいろんな事業もできていきます。ただその

簡水のその認可とか、それはもうそのまま創設認可をしていただくというふうに

考えております。  
〇姶良中央地区合併協議会委員（延時 力蔵）  
 やりようによっては県はこの際上水道へ変更しなさいという指導もあろうかと

思いますよ、進め方によっては。それでその辺のところを十分気をつけていかな

ければならないということがございます。それでですねやはり今のこの文言で、

これは住民に全部資料として配布されますよね、協定項目の中で、こういった協

定項目をしたんだと。  
〇姶良中央地区合併協議会公営企業等専門副部会長（石塚 義人）  
 この合併協議会の、すいません、合併協議会のお知らせ版とか、そういうので

出ると思います。  
〇姶良中央地区合併協議会委員（延時 力蔵）  
 そうした場合に住民が見た場合にすぐ理解ができるかどうか。ちょっとこの１

番目と２番目の問題では理解が難しいなあと思います。  
〇姶良中央地区合併協議会公営企業等専門副部会長（石塚 義人）  
 先ほど県の方からその上水道の方に指導がということはほとんどございません。

簡易水道は簡易水道、そういうことで進んでいかれます。  
〇姶良中央地区合併協議会委員（延時 力蔵）  
 私が言ったのは、やりようによってはそういった指導がなされますよというこ

とを言ったわけなんですよ。よろしいですか。私の地区もですね簡易水道事業を

行っております。新設認可を、新設を受けましてですよ、それでそれから今変更

認可を受けようとしている時なんです。今それを進めております。県の水道係と

も月に何回か協議をして進めているという状況にございます。ただその変更認可

を受けるというのが、最初の計画人口を１千人と決めとったんですが、今で

1,185名になりました。したがいまして、1,185名に関わるタンクですね、浄水池、
そういった物についての変更ということで、110、1,100だから115名ですか、の
計画人口に対して、実際の給水人口が多くなったから、「もう少し多くなるまで

待ってくれんか。」と言ったら、「できません。」ということだったです。それ

で今月も、２月も県の水道課とも協議をしたりして、水道係ですか、どういった

方向をとればいいのかということを今私の地域ではやっておるわけなんです。し

たがって、水道事業というものは段々段々厳しくなってきますよね。そういった
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面で十分注意をすると同時に、安心して安全な水を市民に供給するということで

ございますので、その辺に努力をしていただきたいと思いますが、この協定項目

についてはとにかく理解が、市民は理解が難しいと考えます。同時に、現在各地

区で上水道事業に関わっていらっしゃる職員の方が国分、隼人、溝辺で 40名い
らっしゃいますね。嘱託職員が２名、臨時職員が２名、管理、委託管理なり、検

針人 13名、今そうして簡易水道事業に関わっていらっしゃる所は建設課の職員
あるいは都市計画課の職員、そういった所でされておりますが、統合、合併をし

まして、これをば簡易水道を一元化した場合に人員体系はどうなってくるのか。

その辺の協議をされたのかお尋ねをいたします。  
〇姶良中央地区合併協議会公営企業等専門副部会長（石塚 義人）  
 はい、確かに人員関係、組織関係、そういうのがきちんと決まらなければ水道

の本当の料金は決まってまいりません。そういうことでうちの分科会、専門部会

の方でも組織、人員について協議はしましたけれども、これは総務の方の人事部

会ですか、これとも関連があるということで、そっちの方からの方に今任せてご

ざいます。協議はいたしております。  
〇姶良中央地区合併協議会会長（鶴丸 明人）  
 はい、事務局長の方から。  
〇姶良中央地区合併協議会事務局長（藤田 満）  
 今、１番の項目と２番の項目についてセットでのいろんなご意見だと思ってお

ります。基本的な件についてはご理解をいただけているのではないかと思ってお

りますが、その表現の仕方、それから作業の進め方等について少し意見が回答の

方とかみ合ってないという状況ではなかろうかというふうに思っております。事

務局といたしましてお願いできることならば、この１番、２番については少しま

た整理をさせていただくことにしまして、それ以外の部分でご協議をいただき、

次回の協議会でもって文言整理した上で再度またご協議をいただくというような

ことでご協議を願えればと思うんですが、議長の方でよろしくお取り計らいのほ

どをしていただきたいと思います。  
〇姶良中央地区合併協議会会長（鶴丸 明人）  
 恐らく文言の表現、文章の表現の問題で今、延時委員の方から理解しにくいの

ではないかということに対しまして、事務局の側の方は、もう少し分かりいい表

現と言うんでしょうか、そういうことで検討し、次回協議をしたいということで

ございますが、皆さん方にちょっとお諮りをいたします。今先ほどから延時委員

の方がご意見を出しておられます。随分と専門的な部分が少し入っておられるん

じゃないかと思いますけれども、その他の皆さん方のこれに対して何かご意見ご

ざいますか。なければ、はい、なければですね、今進めたいと思っておりますが、
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浦野委員、はい。  
〇姶良中央地区合併協議会委員（浦野 義仁）  
 今、大事なことだと思うんですよ。というのはですね、簡易水道事業会計、公

営企業会計、括弧してあるんですけど、公営企業法で確か七つあるわけですよね。

上水道は公営企業法に、簡易水道は特別会計なるんですけど、国庫補助が厚生労

働省から簡易水道の場合は 30％あるわけですね。これは水道料金から全部影響
してくるわけなんです。だから、簡易水道の方は101名から５千人という団体に
なっております。それ以上は当然上水道となってくるわけなんですから、だから、

統合ということはですね無理だと思うんです。だから、簡易水道の場合は整備事

業において国庫補助はあるんですけど、公営企業はないわけなんですから、その

辺を含められてですね次回文章、延時委員がおっしゃったのを全部あれすると言

うんですけど、全部関連しますので、その辺をもう少し調査研究されてですねこ

の辺を調整項目を書き直していただきたい。いいですかね。返事をいただきたい

んですが。  
〇姶良中央地区合併協議会会長（鶴丸 明人）  
 はい、先ほど、はい、木場委員、今これに関して、でなければですね整理をさ

せていただきます。先ほど事務局の方からもそのような提案をいたしましたので、

この部分につきましては少し表現を整理しまして次回に協議をしていただくとい

う形でさせていただきたいと思います。ほかにございませんでしょうか。はい、

木場委員。  
〇姶良中央地区合併協議会委員（木場 幸一）  
 訂正です。溝辺町の水道課で確認してきました。 20ページの開発負担行為、
均等の所でございますが、溝辺町のはこの中の負担金の算定の所の①の所が「１

日最大給水量１㎥×500万円」となっておりますが、これは「５千円」の間違い
ということです。  
〇姶良中央地区合併協議会会長（鶴丸 明人）  
 事務局ご理解いただけましたでしょうか。はい、事務局。  
〇姶良中央地区合併協議会公営企業等専門副部会長（石塚 義人）  
 それでは、今のことについて申し上げます。 20ページでございます。 20ペー
ジの溝辺町、①の「１日最大給水量１㎥あたり500万」と書いてありますが、こ
れは「５千円」の間違いでございます。訂正方よろしくお願いいたします。  
〇姶良中央地区合併協議会会長（鶴丸 明人）  
 ほかにございますでしょうか。はい。ほかにございませんでしょうか。  

［「なし」と言う声あり］  
 それでは、この水道関係につきましては先ほど申し上げましたような形で次回
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で対応したいということでございます。次に、協議第 46号、上・下水道事業
【下水道】の取扱いについてを協議をさせていただきたいと思います。これも部

会の方から前回説明をしておるところでございますが、補足説明がありましたら

お願いいたします。  
〇姶良中央地区合併協議会公営企業等専門副部会長（石塚 義人）  
 それでは、資料につきましては前回の第 18回の別冊資料の３でございます。
前回申し上げましたので、今回は説明は省かせていただきますが、本日は部会長

と事務局二人列席しておりますので、よろしくご協議お願いいたします。  
〇姶良中央地区合併協議会会長（鶴丸 明人）  
 それでは、本件につきまして早速協議に入りたいと思います。質問・ご意見等

をお願いいたします。ございませんでしょうか。  
［「なし」と言う声あり］  

 特にないようであれば、委員の皆様方にお諮りをいたします。この件につきま

しては提案のとおり承認することにご異議ございませんでしょうか。  
［「異議なし」と言う声あり］  

 異議なしということでございますので、協議第 46号、上・下水道事業【下水
道】の取扱いについて（協定項目 25－ 19－②）は提案のとおり承認をされまし
た。次に、議事の⑷、協議第 47号、地域審議会の設置について（協定項目８）
を議題といたします。本件につきましては前回の会議で企画専門部会から提案説

明を行っております。前回の会議で幾つかの質問・意見等がございましたので、

補足説明をまずお願いいたします。はい、部会長。  
〇姶良中央地区合併協議会企画専門部会長（塩入谷 政秋）  
 企画専門部長です。よろしくお願いいたします。前回資料の別冊４をお開きを

いただきたいと思います。協議第 47号、地域審議会の設置について（協定項目
８）の補足説明をいたします。地域審議会の設置につきましては、合併により行

政区域が拡大することにより起こる合併の懸念や障害を除去するために合併後も

地域住民の声を施策に反映させ、きめ細かな行政サービスを実現させるために旧

市町村の区域ごとに合併の特例に関する法律第５条の４第１項の規定に基づき新

市において地域審議会を設置しようとするものでございます。この審議会の取扱

いにつきましては当初のスケジュールでは４月に提案の予定でありましたが、各

市町で昨年 12月に実施をいたしました新市まちづくり計画の住民説明会の中で
周辺部が寂れるなどの不安を解消するためになるべく早くこの地域審議会を設置

するよう要望が出されておりました。また、併せまして協議会委員の中からも同

じようなご意見がありまして、前回提案をさせていただき、本日協議をいただい

ているところでございます。この地域審議会は合併前に関係市町村の協議が必要
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ということで、協議の内容につきましては前回説明を申し上げましたが、委員の

中から第３条の所掌事務の中で予算関係の取扱いについて総務省の方に確認をす

るようなご意見をいただきました。総務省の回答でございますが、「審議内容に

つきましては、合併特例法の規定の第５条の第９項の方に新市まちづくり計画の

変更に関する事項については、審議会が設置されておれば審議会で審議をすると

いうこと以外には特別決まりはなく、その地域の実情に合った形で審議内容は決

めてよい。」ということでございましたので、本日差し替えをお願いを申し上げ

ておりますが、１枚紙です。地域審議会の設置に関する協議、別紙というのがご

ざいますが、ここの所の第３条の第２項、審議会は、アンダーラインが引いてご

ざいますが、ここの項目の追加をいたしておりますので、よろしくお願いしたい

と思います。「予算編成の際の事業等に関する要望やその他」というのを追加を

させていただきました。諮問という形ではなくて、意見の所に入れさせていただ

きました。よろしくお願いしたいと思います。それから、総務省との問い合わせ

につきましては協議会事務局の方でしていただきましたので、この項については

後で事務局の方からご説明をいたします。以上、協議第 47号、地域審議会の設
置について、協定項目８ですが、補足説明を終わります。よろしくお願いします。  
〇姶良中央地区合併協議会事務局次長（濱﨑 正治）  
 それでは、総務省の方との連絡をとりましたので、ご報告を申し上げます。今、

専門部長の方からるる説明がございました。ほとんどダブっている所が多いんで

すけれども、私の方から再度報告をさせていただきたいと思います。地域審議会

について総務省に連絡をとった内容等につきましては、「地域審議会とは、合併

前の関係市町村の協議で旧市町村の地域ごとに設置することが可能で、市長の諮

問により審議又は必要な事項につき意見を述べる審議会、附属機関である。また、

審議会がどのような任務を持つかについては、地域審議会の設置を決める合併関

係市町村の協議において地域の実情を踏まえ話し合われ、明らかにする必要があ

る。一般的には新市まちづくり計画の変更に関すること。そして、また、新市ま

ちづくり計画の執行状況等が考えられるとのことで、それ以外につきましては具

体的な基準は総務省としては示しておりません。」ということでした。それと、

また、 11月 13日の議会議員検討小委員会でお配りした先般指摘があった資料で
す。それにつきましては、他の協議員の方々につきましては 11月 25日お配りし
た地域審議会の資料のことですけれども、一般的なマニュアルで、鹿児島県で作

成されたものをそのまま配付させていただいております。よって、それに縛られ

るものではございませんが、前回延時委員の方から意見が出されました。それに

基づきまして専門部会、そして協議会事務局等で協議いたしました結果、必要な

ことだと思われますので、今回、差し替えの書類にありますように、「予算編成
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の際の事業に関する要望やその他」という文言の挿入をしていただき、変更して

今回提案するものでございます。よろしくお願いいたします。  
〇姶良中央地区合併協議会会長（鶴丸 明人）  
 それでは、補足等説明が終わりましたけれども、この件につきましてのご質

問・ご意見等をお願いいたします。はい、今島委員。  
〇姶良中央地区合併協議会委員（今島 光）  
 今この地域審議会が提案されているわけですけれども、これは当初平成 11年
に合併特例法の中で制度化されたものですね。この前平成 15年の 11月 13日、首
相の諮問機関である地方制度調査会の最終報告があったと思います。この中に地

方自治を、自治制度を強く打ち出されて、この中に地域協議会というのが答申さ

れていると思います。この中に今平成５年までのこの合併特例債の問題も引き延

ばすべきだという答申がなされていたと思います。それがこの前の新聞に報道さ

れましたように、３年間継続をするということになったと思います。果たしてこ

の地域協議会と地域審議会、これの内容、こうしたものはもう、今見てみますと、

この地域審議会というのは新市の長の諮問に応じて意見を述べるだけにとどまっ

ているわけですが、この地域協議会というのは、この答申にありますように、法

人化も認められている。この内容を見てみますと、基礎自治体の事務の監視、基

礎自治体の長その他の機関、その新しい市のそうした機関から諮問を受けること

ができると、それについてやっぱり建議できるというふうになっているわけです

ね。建議と意見はかなり違います、内容はですね。そして今一番心配をされてい

るのは、地域住民の中で合併しなけりゃならないという現状は分かっているわけ

ですが、大型合併をすると、中心地域はいいかもしれないけれども、周辺地域が

過疎化していくんじゃないか。あるいは声が届かなくなるんじゃないか。見捨て

られるんじゃないかと、こういうことが一番住民には心配されているわけで、な

るだけ住民自治が可能になるような、地域住民の声が届くような協議会があって

しかるべきじゃないかというふうに考えるわけですが、この辺の協議が分科会、

そうしたものであったものかどうか。それをお尋ねしたいと思います。  
〇姶良中央地区合併協議会企画専門部会長（塩入谷 政秋）  
 前回の説明の中でも触れさせていただきましたが、分科会の中でも、専門部会

の中でもございました。ただ、内容的には今おっしゃったとおりだと思います。

ただ現在自治組織が余り確立されていない地域もあると、そのようなことで合併

後いきなりせえというのには無理があるんじゃないかと。今現在新市まちづくり

の計画の中で取り上げてあります住民参画のまちづくりを行いながら、コミュニ

ティの充実を図る中で、地域の体力が備わった段階で地域審議会から地域自治組

織の方へ移行する方が合併後スムーズにいくんじゃないかということで今回地域
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審議会の方を提案をさせていただきました。以上です。  
〇姶良中央地区合併協議会委員（今島 光）  
 そうすると、今日この地域審議会を決定しておいても、後この協議会の方に切

り替えることは可能だというふうに聞こえますけれど、そうですか。  
〇姶良中央地区合併協議会企画専門部会長（塩入谷 政秋）  
 条例等で変更してそういうことは可能ですので、なるべく早くそういう形にな

った方がいいかということで専門部会の方でも出てまいりました。  
〇姶良中央地区合併協議会会長（鶴丸 明人）  
 はい、延時委員。  
〇姶良中央地区合併協議会委員（延時 力蔵）  
 関連しますけれども、今度３月９日の国会で審議をされる案件の中で今出てい

ます合併特例法の中の合併特例区の問題と地方自治法の改正による、今話が出ま

したように、地域自治会ということで根拠法令が完全に違いますね。そうすると、

この今出されております地域審議会も合併特例法でございます。合併特例法を見

ますと、いわゆる地域審議会と合併特例区、仮称、まだ仮称ですね、３月９日の

国会審議、決定がなければ施行できませんので、仮称ですけれども、そういった

動きにあるということでございますが、法人格の問題を見ますと、特例法、合併、

いわゆる地域審議会は法人格は有しない。そうすると合併特例区においては法人

格を有する。そして地域自治会については有しないになっているようでございま

すが、設置区域の問題を考えてみますと、地域審議会は旧市町村の区域、合併特

例区も旧市町村の区域、そして地方自治区については市町村の判断により定める

区域、括弧をして校区単位など、校区とか、大字を単位とした地域自治区、それ

が今、今島さんの方でも出ましたように、地域協議会ということになってくるん

じゃなかろうか。そういった行政は生き物でございますので、変わってきます。

それで対応するために現時点においては審議会をし、合併特例法による審議会で

すので、長くても 10カ年ですから、そうすると地方自治法の改正による地域自
治会は、これは期限はないわけなんですから、移行も、併設もできると思うんで

す、根拠法令が違うから。そういった面で見ますとやはり地域審議会、今立ち上

げておって、地域自治会をできるような受け皿つくりをまずつくっていかんない

かんと思います。市町村を単位とするんじゃなしに、その下の段階の小学校区、

あるいは、また、大字校区を単位とするのが地域自治会の考え方でございますの

で、そのためには受け皿つくりが大切です。したがいまして、審議会を立ち上げ、

その段階で地域自治会への移行、すぐできる所もあると思いますが、全市を考え

た場合に相当こう努力をしていかなければできない所もございますので、フォー

ラム委員会等でも出ましたように、地域審議会を早く立ち上げ、住民の方々に自
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分たちの意見は、議会の皆さん方をお願いすると同時に、こういった地域審議会

でも自分たちの意見は新市につながっていきますよということを早く示した方が

いいと思います。  
〇姶良中央地区合併協議会会長（鶴丸 明人）  
 ほかにございませんでしょうか。はい、常盤委員。  
〇姶良中央地区合併協議会委員（常盤 信一）  
 今のことと関連をするかと思いますが、現に自治会あるいは公民館等が法人格

を持って確立している所と審議会との関わりという点ではどういう、線引きと言

うんですかね、すればいいのか。お考えがあれば、お伺いをしたいと思います。

それから、７地域に審議会が設置をされることになるんだろうというふうに思い

ますが、これは全体的にこの審議会の、何と言うんですか、全体が協議をする場

というのは組織運営上は考えておられないのかどうかと。それから、市長に意見

を述べるわけですから、新しいまちのですね、そこら辺との関わりでどういう処

理をされようと考えていらっしゃるのかですね。新市のまちづくり計画はもちろ

ん提案をされて現在の市町村の議会で議決をすることになるわけですけれども、

やっぱりそこら辺との関わりで非常にこう、業務が非常にこう煩雑化したり、大

変さが起こってくるんではないかという面も危惧するんですが、そこら辺を少し

こう分かるように説明をしていただくと助かるんですが、いかがでしょうか。  
〇姶良中央地区合併協議会事務局次長（濱﨑 正治）  
 まず、地域にある法人格を有する公民会との兼ね合いということでしたけれど

も、この地域審議会は、提案している地域審議会につきましては旧市町に、１市

６町に一つずつ設置したらどうかというような提案をしております。それで法人

格を持つ公民会との競合というのはないんじゃないかなというふうには考えてお

ります。それとですね、この地域審議会をもし七つ設置するということになれば、

事務所の方式で総合支所方式をこの姶良中央地区はとるということですので、そ

の総合支所の中にその地域の審議会の事務局を設置して、そこでその地域に関す

る、ここで提案しております所掌事務、３条に書いてあります所掌事務等につい

てですね審議をしていただいて、そしてそれを市長の方に答申するというような

格好になるんじゃないかなというふうに考えております。それと、この委員の選

出につきましてもですね、合併前に地域審議会を決定していただいて、そしてし

ていただければ、これを９月議会なら９月議会で議会の承認を得て、その後 15
名以内の中で、委員を今の１市６町のそれぞれの所で 15名以内で選出していた
だいて、新市と同時に新しい市長の方から辞令交付をいただいて、それぞれの１

市６町で新市において活躍していただくというような格好になるんじゃないかな

というふうに考えております。以上です。  
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〇姶良中央地区合併協議会委員（常盤 信一）  
 是非現在ある、公民館連絡協議会だとかというのが各市町にあると思いますが、

不合理が生じないようにですねやっぱり交通整理をしていただかないと、いろん

な混乱が起こるんじゃないかというふうに危惧していますので、よろしくお願い

をしたいというふうに思います。それから、新市のまちづくり計画等については

もちろん議会に提案がされて可決をされるわけですから、その変更に伴う要望が

出たとしても新しいまちの議会の議を経なきゃならないことになるんだろうと思

いますが、そこら辺は市長に意見を述べてもらえれば結構なわけで、市長が提案

をされるのかどうかというのがありますが、前回出ましたように、議会の軽視が

若干言葉が出たような気がするんですね。そこのところは、市長が必要と認め、

判断をする際は、まちづくりの計画そのものを変更したり、予算が伴う場合は当

然議会の議を経るということになるかと思いますが、そういうふうに理解をして

よろしいんでしょうか。  
〇姶良中央地区合併協議会事務局次長（濱﨑 正治）  
 今申されたとおりで解釈してよいかと思います。  
〇姶良中央地区合併協議会委員（常盤 信一）  
 それから、議員の定数及び任期の小委員会で資料に出された部分のこの３ペー

ジの３にですね要するにこの設置をする場合に議員の定数特例あるいは在任特例

の関わりが触れられておるわけですけれども、今、小委員会ではまだこの結論も

みてないんですが、そこら辺の整合性の問題と、それから、前回も説明がありま

したが、４月の設置が、４月の提案が早くなったという関わりとですねちょっと

こう整合性がないような気がするんですが、いかがなもんなんでしょうか。把握

をされておれば、ご説明をお願いします。  
〇姶良中央地区合併協議会事務局次長（濱﨑 正治）  
 今回地域審議会を早目に出した理由につきましては専門部会長の方から先ほど

説明があったとおりでございます。地域審議会の制度につきましては、もう知っ

ていらっしゃるように、合併によって住民の意見が合併市町村の施策に反映され

にくくなるという懸念がある。合併前に住民が不安を抱くことがあるんじゃない

かというようなことで、本来の趣旨にのっとって今回、ちょっと早目でしたけれ

ども、出させてもらった経緯がございます。それと先ほども言いましたとおり、

委員の方からも、そして住民の方々からもそういうような住民説明会で意見等も

あった。それらを踏まえて、若干早かったですけれども、出させていただいた経

緯がございます。議員の関係とはですね、専門部会、分科会の方ではそこまでは

議論はしておりません。よろしくお願いいたします。  
〇姶良中央地区合併協議会委員（常盤 信一）  
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 お願いになるんだと思いますが、議員の定数あるいは任期の審議がされている

最中でですね、今後どういう取扱いか分かりませんが、議員の関係の方々、それ

ぞれの市町で選出をされた方々が努力をされるわけですので、そこら辺とのこの

兼ね合いと言うんですかね、地域審議会との、やはりこれも、混乱は起きないと

いうふうに思いますが、できるだけその地域の代表として議員の方々が選出をさ

れた場合ですねやっぱり連携がとれるような努力をしていかないといけないとい

うふうに私自身も思いますが、審議会とのいわゆるこの、何と言うんですか、ト

ラブルがないようにですね組織運営上もきちっとやっぱり位置付けもしながら申

し送っていかないといけないんではないかなという気が少しするもんですから、

この私としては何かこう議員の定数任期がはっきりしない中でこれを先に、決め

てしまうといかんということじゃないんですが、軽視をされるようなこう感じが

するもんですから、十分慎重に取扱いをしてほしいなというふうに要望をしてお

きたいというふうに思います。  
〇姶良中央地区合併協議会会長（鶴丸 明人）  
 要望で、特に、コメントされますか、はい、事務局。  
〇姶良中央地区合併協議会事務局長（藤田 満）  
 この地域審議会におきましてはいわゆる市長の諮問機関でございますし、先ほ

どのお尋ねのありましたとおり、いわゆる議会で議決をいただくことですので、

十分にそこら辺については整合性を持たせる。そして、また、お互いの分野をき

ちんと尊重し合うという形での議論がなされなければならないだろうというふう

に事務局自体も考えているところでございます。以上でございます。  
〇姶良中央地区合併協議会会長（鶴丸 明人）  
 ほかにございませんでしょうか。  

［「なし」と言う声あり］  
 特になければですね、委員の皆様方にお諮りをいたしたいと思います。この件

につきましては提案のとおり承認するということでご異議ございませんか。  
 異議なしということでございますので、協議第 47号、地域審議会の設置につ
いて（協定項目８）は提案のとおり承認されました。ここでしばらく休憩をさせ

ていただきたいと思います。開始をおおむね３時５分、 15時５分にいたしたい
と思います。よろしくお願いします。  

「休憩  午後 ２時５４分」  
 

「再開  午後 ３時０５分」  
〇姶良中央地区合併協議会会長（鶴丸 明人）  
 それでは、再開をいたします。次に、議事の⑸、議案第２号、平成 16年度姶
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良中央地区合併協議会事業計画及び平成 16年度姶良中央地区合併協議会予算に
ついてを議題といたします。本件につきましては前回の会議で事務局から提案説

明を行っておりますが、何か補足説明がありましたら補足説明をよろしくお願い

します。はい、事務局。  
〇姶良中央地区合併協議会事務局次長（間手原 修）  
 前回資料の３ページ目から４ページ、あと予算になってきますけれども、事業

計画、予算、それぞれ当協議会の合併の目標であります平成 17年２月までの協
議会の経費を計上いたしております。協議がスケジュールどおり整い、各市町の

議会での廃置分合等の議決があれば、 10月から、スケジュールでいきますと 10
月から準備段階に入る作業も一部出てまいりますけれども、それらの経費につき

ましては現段階では不透明な部分がございますので、その経費については加味い

たしておりません。それから、資料の 11ページ目をお願いします。歳出予算の
会議費、１の協議会費でございますが、報酬、委員報酬を前回 46人のという説
明をいたしておりますけれども、協議会委員の方は全部で 53名です。当協議会
の報酬及び費用弁償に関する規程によりまして１市６町の首長につきましては報

酬及び費用弁償は支給しないという規程がございましたんで、報酬及び費用弁償

につきましては委員46名分で計算がしてあります。以上でございます。  
〇姶良中央地区合併協議会会長（鶴丸 明人）  
 それでは、協議に入りますが、本件につきましてのご質問・ご意見等をお願い

いたします。ございませんでしょうか。はい、稲垣委員。  
〇姶良中央地区合併協議会委員（稲垣 克己）  
 １点だけお尋ねをしておきたいと思うんですが、 13ページですね、事業費の
中の２、広報費、本年度予算額1,225万５千円計上されているんですけれども、
構成します１市６町の住民のさらなる位置とですね希望あふれるまちづくりへの

この展望を開いていかなければいけないと思うんです。そういった思いをですね

住民の方々が本当に抱いていただくというそのためにですねどういった工夫を検

討されているのかですね。お示しいただくものがあれば、お示しをいただきたい

と思います。  
〇姶良中央地区合併協議会事務局次長（間手原 修）  
 お答えします。印刷製本費といたしまして協議会だよりを今年もやっておりま

すけれども、毎回協議が多くなりますとページも増えてまいります。より内容の

ある協議会だよりに努めたいということと、併せて住民説明会を予定いたしてお

りますので、パンフレット等についての作成を考えております。以上でございま

す。  
〇姶良中央地区合併協議会委員（稲垣 克己）  
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 そうしますと特別にそれ以外の計画はしていらっしゃらないということで了解

していいですか。  
〇姶良中央地区合併協議会事務局次長（間手原 修）  
 現段階ではそのほかにホームページの掲載とか、そういうところでございまし

て、協議会だよりに分かりやすい表現とかですね、そういう形で対応してまいり

たいというふうに考えております。  
〇姶良中央地区合併協議会委員（稲垣 克己）  
 そうしますと、住民の方からそういう要望があれば、思い、声が上がれば、何

か考えるというふうに理解していいですか。  
〇姶良中央地区合併協議会事務局次長（間手原 修）  
 お答えします。今回提案いたしております積算につきましては、ただいま説明

をいたしました協議会、それから住民説明会用のパンフレット、そういった形で

の広報活動というふうに考えております。予算の許す範囲で極力親切な広報活動

に努めたいというふうに考えております。  
〇姶良中央地区合併協議会会長（鶴丸 明人）  
 稲垣委員、よろしゅうございますか。はい、はい。  
〇姶良中央地区合併協議会委員（稲垣 克己）  
 私本当にですねこういう、隼人町はこういった経過をたどってきておりますの

で、本当にですねすべての町民がですねこのまちづくりに新しい思いを持って出

発していただければなというふうに思うんですけれども、そのためにはいろんな

工夫をしなけりゃいけない。ただ協議会の協議会だよりをですね発行したり、そ

れもいいでしょうけれども、何かですねそういった思いを一つにできるものがあ

ればなというふうに思うんですね。新しいこんだけの広い地域ですので、そうい

った、俗に言えばイベントみたいなですね何かそういったのを本当に計画して心

を一つにできればというふうに考えるわけです。事務局ではそういったのは何も

考えていないということで理解していいですか。  
〇姶良中央地区合併協議会事務局次長（間手原 修）  
 現在提案いたしております分につきましては先ほどから説明しているとおりで

ございます。ただ合併につきましては当協議会だけですべてができるわけじゃな

いというふうに考えております。ほかの分野につきましても、１市６町の行政で

しょうか、そこら辺の力を借りながらですねそこのＰＲも含めて、両方協議をし

ながらですね極力ＰＲ活動には努めていきたいというふうに考えます。質問議員

の意向を十分反映させながら広報活動も検討してみたいというふうに考えます。

以上でございます。  
〇姶良中央地区合併協議会会長（鶴丸 明人）  
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 ほかにはございませんでしょうか。  
［「なし」と言う声あり］  

 それでは、委員の皆様方にお諮りをいたしたいと思います。この件につきまし

ては提案のとおり承認することでご異議ございませんか。  
［「異議なし」と言う声あり］  

 異議なしということでございますので、議案第２号、平成 16年度姶良中央地
区合併協議会事業計画及び平成 16年度姶良中央地区合併協議会予算については
原案のとおり承認されました。次に、議事の⑹、議案第３号、平成 15年度姶良
中央地区合併協議会補正予算（第１号）についてを議題といたします。事務局の

提案説明をお願いいたします。はい、事務局。  
〇姶良中央地区合併協議会事務局次長（間手原 修）  
 それでは、説明いたします。本日配付の資料でございます。本日配付をさせて

いただきました。別冊６、別冊６の議案第３号という資料をお開きいただきたい

と思います。平成 15年度姶良中央地区合併協議会補正予算（第１号）について
でございます。第１条で歳入歳出予算の総額からそれぞれ、歳入歳出それぞれ１

万２千円を減額し、それぞれの予算額を 4,690万１千円といたしました。１ペー
ジ目に入ります。第１表、歳入歳出予算補正、歳入につきましては款で諸収入で

ございます。補正前の額が１万３千円、補正額として  の１万２千円、計千円の
予算ということになります。歳出につきましては、会議費、事務局費それぞれ執

行残等を減額いたし、事業費を増額補正いたしました。内容につきまして２ペー

ジ目から後ですけれども、事項別明細書ということになります。３ページになり

ます。３ページ目の歳入の中の諸収入ですけれども、預金利子を１万３千円予定

いたしておりましたけれども、決算見込みで千円ということでございますんで、

△の１万２千円をいたしました。歳出で会議費です。協議会費、報酬、需用費、

委託料、それから小委員会費、報酬、旅費につきましてはそれぞれ決算見込みの

中での減額補正をいたしております。特に小委員会での報酬につきましては、小

委員会につきましては協議会と同日開催を行いましたので、減額をいたすという

ことになっております。４ページ目でございます。事務局費につきましてもそれ

ぞれ決算見込みによります減額補正をいたしました。需用費の消耗品でございま

す。コピーの用紙、それからカラーコピーのカウンター料、それからお手元にあ

ります資料等の印刷等の消耗品かれこれでございますが、予算に不足を生じまし

たので、 20万１千円の増額をいたしました。５ページ目です。減額につきまし
てはそれぞれの事業の入札残、それから増額につきましては不足分を補正をいた

しております。まちづくり計画につきましては委託料で 50万円の増額でござい
ます。計画書につきまして当初 50冊ほどの印刷を考えておりましたけれども、
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不足を生じるというようなことで増刷を考えております。350部の印刷をしたい
ということで予算に不足を生じますので、 50万円の増額をいたしました。それ
から、電算統合につきましては当初260万円の予算でございましたけれども、補
正額370万円、合計630万円で 15年度分として支出をしたいということでござい
ます。基幹系の電算システムが決定をみましたので、 15年度可能な事業をする
ということで増額をいたしました。広報費の印刷製本費103万４千円でございま
すけれども、当初協議会だよりを２カ月に１回の予定で予算計上をいたしており

ました。流用等につきまして現在まで賄ってまいりましたけれども、３月分に不

足を生じますので、増額をいたしております。併せて合併に対する児童・生徒に

対する情報パンフ等を本年度の予算で印刷をしたいということで合わせて103万
４千円の増額でございます。あとは執行残並びに決算見込みによります減額でご

ざいます。以上、よろしくお願いします。  
〇姶良中央地区合併協議会会長（鶴丸 明人）  
 事務局の方から、電算関係につきましてこの前ご意見が出ておりましたので、

併せて補足説明をお願いいたします。  
〇姶良中央地区合併協議会事務局長（藤田 満）  
 前回協議会におきましていわゆる基幹系電算システムの統合化に関する委託業

者の選考の作業はどうなっているのかということでご質問いただきました。今回

の補正予算の所にもそれらの関連の経費を計上させていただきましたので、その

結果等についてご報告を申し上げたいというふうに思います。この基幹系電算シ

ステムの統合化につきましては、まず第１に住民サービスの低下を招かないよう

十分に配慮しながら、合併時に統合した電算システムがいわゆる安全確実に稼働

するということを最大の目標、そして国の方針等に基づき将来的な点も視野に入

れながらその選考作業を進めてまいってきとったわけですが、前回の席上「最後

の段階にきており、いましばらく時間をいただきたい。」ということでご答弁を

申し上げました。結果といたしまして、その後さらに電算情報部会等で整理をし

まして、幹事会の方で選考が整いましたので、その結果をご報告申し上げます。

基幹系電算システムの統合化に係る委託業者の選定結果につきましては、株式会

社日立情報システムズを選考するということで幹事会で選考しました。直ちにそ

の結果につきましてはそれぞれの町の首長さん方にご報告を申し上げ、了解をい

ただいたというところでございまして、それらの経緯を踏まえまして今回の補正

予算の中に平成 15年度においてできるだけ可能な限り執行し、その作業を進め
ていきたいということで補正予算の方に提案させていただきましたので、報告と

併せましてご理解のほどをよろしくお願いいたしたいと思います。  
〇姶良中央地区合併協議会会長（鶴丸 明人）  
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 それでは、協議に入ります。本件についてのご質問・ご意見等をお願いいたし

ます。ございませんでしょうか。  
［「なし」と言う声あり］  

 それでは、委員の皆様にお諮りをいたします。本件につきましては、事務局の

方からも説明がございましたように、本日の会議で承認をいただきたいというこ

とでございますので、事務局の提案のとおり承認することにご異議ございません

でしょうか。  
［「異議なし」と言う声あり］  

 異議なしということでございますので、議案第３号、平成 15年度姶良中央地
区合併協議会補正予算（第１号）につきましては原案のとおり承認をされました。

続きまして会議次第７、第７の次回協議事項についてを議題といたします。次回

の協議事項でございますので、本日は事前提案という形で調整内容及び参考資料

等についてご説明をさせていただき、協議につきましては次回でお願いすること

になりますので、よろしくお願いをいたします。それでは、会議次第７の⑴、協

議第 39号、農林水産関係事業【農業】の取扱いについて（協定項目 25－ 16－
①）を議題といたします。本件は農林水産専門部会の所掌事務となっております

ので、農林水産専門部会の方から提案説明をお願いいたします。農林水産専門部

会長。  
〇姶良中央地区合併協議会農林水産業専門部会長（山下 弘文）  
 皆さんこんにちは。農林水産業部会の山下です。よろしくお願いいたします。

農林水産関係事業につきましては、先日林業、水産業、耕地についてそれぞれご

承認いただきました。本日は農業につきまして事前提案を申し上げます。なお、

本日は農業分科会の森田分科会長にも同席をお願いいたしております。併せてよ

ろしくお願いいたします。それでは、別冊１をご準備お願いいたします。別冊１、

協議第 39号、農林水産関係事業【農業】の取扱いについて（協定項目 25－16－
①）でございます。農林水産関係事業【農業】の取扱いについて次のとおり協議

を求める。１、地域農政推進対策事業（農政、市議会含む）は、現行のとおり新

市に引き継ぐ。なお、組織等については、合併までに調整する。２、農業振興地

域整備計画は、新市において策定する。なお、策定までは、旧市町の例による。

農業振興地域整備促進協議会の委員等については、合併までに調整する。３、認

定農業者、新規就農者等の営農活動に対する支援事業は、現行のとおり新市に引

き継ぐ。なお、特色ある単独事業については、これまでの取り組みの経緯を踏ま

え、経過措置を含め制度内容等を合併までに調整する。４、農業制度（振興資金

利子補給制度）は、現行のとおり新市に引き継ぐ。なお、利子補給率については、

合併までに調整する。金融運営協議会の設置については、合併までに調整する。
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福山町が実施している農業経営振興資金（単独貸付事業）については、現行のと

おり新市に引き継ぐ。なお、制度内容については、合併までに調整する。５、水

田農業推進協議会事業、地域水田農業ビジョン等は、現行のとおり新市に引き継

ぐ。なお、組織等については、新市において調整する。６、環境保全型農業推進

事業は、現行のとおり新市に引き継ぐ。ただし、単独補助事業は、合併時に廃止

する。７、畜産関係の各種振興事業は、現行のとおり新市に引き継ぐ。なお、制

度内容については、合併までに調整する。８、畜産共進会開催については、関係

機関と実施方法等を協議し、合併までに調整する。９、農業地域活性化イベント

は、当分の間新市において現行のとおり旧市町の範囲で実施する。ただし、内容

等が類似しているものは、統廃合を含め検討する。平成 16年３月 11日提出とい
うことで、本日は事前提案とさせていただきます。１ページをご覧ください。１

ページにつきましてはただいま申し上げました協議事項と同一でございますので、

説明を省略させていただきます。２ページ、総括表をご覧ください。農業は 18
項目を提案しております。各市町の事業の実施状況につきましては事業実施市町

欄の項目に〇印がしてございます。また、備考欄の＊は国・県等の補助対象事業

であります。それでは、参考資料につきまして具体的に説明をさせていただきま

す。項目１、３ページから６ページにかけてでございますが、地域農政推進対策

事業（農政審議会を含む）でありますが、農業を取り巻く諸情勢に対応するため、

各市町、名称の相違はございますが、農政推進対策に関する機関が１市６町全市

町に設置されております。新市においても協議会等の設置をする必要があります

ので、組織、失礼しました、新市においても協議会等を設置する必要があります

が、組織等の調整を図る必要が出てまいります。調整内容といたしまして現行の

とおり新市に引き継ぐ。なお、組織等については、合併までに調整するとしてお

ります。項目２ですが、７ページから 10ページにかけてでございます。農業振
興地域整備計画は、農林水産大臣が基本方針を定め、この基本方針に基づきまし

て知事は農業振興地域を指定し、指定を受けた町村は農業振興地域の整備計画を

定め、この整備計画に基づきまして農業振興地域の整備を図っていこうとするも

のでございます。市町村の整備計画はおおむね５年ごとに経済情勢等の変化によ

り見直しを行う全体見直しと個人の申請等により緊急性などからやむを得ないと

認められたものに限り見直しを行う個別見直しがございます。計画につきまして

は１市６町全市町村が策定をなさっていらっしゃいます。また、農業振興地域整

備促進協議会は農業振興地域に関する重要施策等の協議を行う機関で全市町に設

置されております。調整内容としまして新市において策定する。なお、策定まで

は、旧市町村の例による。農業振興地域整備促進協議会の委員等については、合

併までに調整するとしております。次に、項目３、 11ページから 12ページにか
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けてでございます。認定農業者の育成事業でありますが、認定農業者制度は、農

業経営基盤強化促進法に基づきまして農業者が効率的で安定した魅力ある農業経

営を目指すため、自らが作成する農業経営改善計画、５年後の目標を定めており

ますが、これを各市町の長がそれぞれの市町の農業基本構想に照らして認定した

方々を言います。認定の基準となる農業基本構想はおおむね 10年後の農業経営
の目標で、これも５年ごとに見直しが行われます。１市６町には認定農業者の方

が273名いらっしゃいましてそれぞれの市町で活躍されていらっしゃいます。横
川町が単独で実施している支援対策事業は、認定農業者が行う農道等の新設改良

あるいは農地の改良などに要する経費に対しまして補助金を交付する事業でござ

いますが、平成 18年度まで実施するとしております。調整内容といたしまして
現行のとおり新市に引き継ぐ。制度内容等については、新市において調整する。

横川町が実施している単独事業は、平成 16年度計画に掲載された事業について
は平成 18年度までは実施するが、以後廃止する。認定農業者の会は、合併後速
やかに統一するとしております。項目４ですが、 13ページから 14ページにかけ
てでございます。新規就農者育成事業でありますが、新たに農業を始めようとす

る青年等が策定した就農計画に基づきまして就農支援資金の貸し付けを行うこと

によりまして就農の促進を図るものであります。貸付金につきましては、研修準

備資金、就農資金等があり、県が３分の１を補助し、本人が３分の２を負担する

制度になっております。また、牧園町が実施されている単独事業は就農期間が５

年以上の農業者が対象で、毎年度の償還金額の本人の負担額の２分の１額を町が

単独で補助をされるものであります。調整内容といたしまして現行のとおり新市

に引き継ぐ。なお、牧園町が実施している償還金の単独補助制度は新市に引き継

ぐとしております。項目５、 15ページから 16ページにかけてでございますが、
農業後継者等育成就農支援事業でございます。本事業は横川町が新規就農の促進

や優れた農業後継者を育成する目的に補助金を交付する単独事業でございます。

交付条件といたしまして６カ月以上２年未満の農家や研修機関等での研修が必要

となります。農家での研修の場合、単身者に月額 10万円、また、夫婦の場合月
額 15万円を補助するもので、研修の受入先の農家が２分の１を負担し、残りの
２分の１を町が補助する制度となっております。調整内容といたしまして横川町

の例により新市に引き継ぐ。なお、制度内容等については、合併までに調整する

としております。次に、項目６、 17ページから 18ページにかけてでございます
が、認定農業者農用地集積促進事業でありますが、本事業は溝辺町が経営規模拡

大を目指す認定農業者に対して補助金を交付する単独事業でございます。交付の

条件といたしまして、賃貸借権を設定した者又は売買により所有権の移転をした

者で、１回の契約に 10ａ以上の面積が必要となりまして、また、認定農業者が
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原則となっております。２番目に利用権の設定につきましては３年以上の存続期

間が必要となっております。３番目に農業振興地域の基盤整備の完成した区域と

なっているようでございます。調整内容といたしまして溝辺町の例により新市に

引き継ぐ。なお、制度内容等については、合併までに調整するとしております。

項目７、 19ページから 24ページまで長くわたっておりますが、農業制度（振興
資金利子補給事業）でありますが、農業者の皆さんが借りていらっしゃる国・県

の制度資金の利子を市町が補給を行う事業で１市６町全市町村が実施していらっ

しゃいます。利子補給率には差異がございますが、調整が必要となってまいりま

す。また、金融運営協議会は制度資金の貸付対象者の選定等を協議する機関であ

ります。調整内容といたしまして現行のとおり新市に引き継ぐ。なお、利子補給

率については、合併までに調整する。金融運営協議会等の設置については、合併

までに調整するとしております。次に、項目８、 25ページから 26ページにかけ
てでございます。農業経営振興資金（単独貸付事業）でありますが、本事業につ

きましては福山町が農家の経営規模拡大及び経営改善を図るため資金の貸し付け

を行う単独事業でございます。事業の運営につきましては基金を 6,400万円積み
立てていらっしゃいます。調整内容といたしまして福山町の例により新市に引き

継ぐ。なお、制度内容については、合併までに調整するとしております。項目９、

27ページから28ページ、水田農業推進協議会事業でありますが、平成 14年12月、
国が定めました米政策改革大綱によりますと、米の生産につきましては、平成

15年度までは生産調整目標、減反面積の割り当てがされていましたが、平成 16
年度からは生産目標数量、生産してよい米の量の配分の方式に変更になりました。

また、生産調整に対する助成措置につきましても平成 15年度までは全国一律の
要件、単価により交付されておりましたが、 16年度からは独自の創意工夫に基
づき使途と交付金額が市町村で設定できるようになっております。水田農業推進

協議会は米の生産目標の数量配分決定や交付金の使途や額の決定等を協議する機

関でございまして１市６町全市町村に設置されております。調整内容といたしま

して現行のとおり新市に引き継ぐ。なお、組織等については、新市において調整

するとしております。項目 10、 29ページから 30ページにかけてでございますが、
地域水田農業ビジョンでございます。国は昭和 46年から米の生産調整に取り組
んでまいっておりますが、需要の減少が続く中、生産過剰の構造を変えることが

できません。このため、今後の米政策といたしまして平成 16年度からは、生産
調整のみを展開するだけでなく、地域における米及び米以外の作物の生産と販売

の戦略、水田の利活用、担い手農家の育成など将来の姿、いわゆる「地域水田農

業ビジョン」と言うんだそうですが、これを全国的に展開させるということでご

ざいます。ビジョンは１市６町全市町村が策定していらっしゃいます。調整内容
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としまして旧市町のとおり新市に引き継ぐとしております。項目 11、 31ページ
から 32ページにかけてでございますが、環境保全型農業推進事業であります。
農業用の廃プラスチック、廃ビニール類の適正処理と、持続性の高い農業方式を

導入しようとする農業者、「エコファーマー」と呼びますが、これらの推進を図

る事業でございます。１市６町には知事の認定を受けられましたエコファーマー

の方が127名ほどいらっしゃいます。調整内容としまして現行のとおり新市に引
き継ぐ。なお、単独補助事業は、合併時に廃止するとしています。項目 12、 33
ページから 34ページにかけてでございます。畜産関係事業の補助金であります
が、制度内容等に差異はありますが、国分市、隼人町を除く５町がワクチン接種

等に補助金を交付しております。調整内容といたしまして現行のとおり新市に引

き継ぐ。なお、制度内容等については、合併までに調整するとしております。項

目 13、 35ページから 36ページにかけてでございますが、家畜共同出荷事業でご
ざいます。制度内容等に差異はありますが、国分市、隼人町を除く５町が、子牛

を競り市に出荷する際、運搬の手段のない婦女子、高齢畜産農家等に対して共同

出荷により出荷した子牛の頭数に対しまして補助金を交付している事業でありま

す。調整内容として現行のとおり新市に引き継ぐ。なお、制度内容等については、

合併までに調整するとしております。項目 14、 37ページから 38ページにかけて
でございます。家畜導入事業でありますが、畜産振興のため、市町が肉用牛繁殖

牛を購入し、一定期間貸し付け、その後譲渡する事業でございまして、１市６町

全市町が実施している事業であります。国分市、溝辺町、霧島町、福山町には市

町の単独事業もございます。調整内容として現行のとおり新市に引き継ぐ。なお、

単独事業の制度内容については、合併までに調整するとしております。項目 15、
39ページから 40ページにかけてでございます。家畜導入及び保留補助事業であ
りますが、制度の内容には差異はありますが、畜産の産地形成とその振興発展を

図るため、農家が家畜の改良繁殖を目的に優良牛の保留及び購入をする場合、そ

の経費について補助を行うもので、１市６町の全市町が実施しております。調整

内容として現行のとおり新市に引き継ぐ。なお、制度内容等については、合併ま

でに調整するとしております。項目 16、 41ページから 42ページにかけてでござ
います。家畜排泄物処理施設等整備事業でありますが、これにつきましても制度

内容に差異はありますが、家畜排泄物の管理の適正化及び利用の促進と農畜産業

の振興のため、環境保全型の農業の推進を図るために１市６町全市町が実施して

いる事業であります。調整内容といたしまして現行のとおり新市に引き継ぐ。な

お、制度内容、補助金等については、合併までに調整するとしております。項目

17、 43ページから 44ページにかけてでございます。畜産共進会でありますが、
市町単位の畜産共進会につきましては和牛を主体に１市６町全市町が春と秋の年
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２回実施されていらっしゃいます。春は農協、秋は市町の主催になっております。

また、姶良地区では農協主催で和牛等が春と秋の年２回、ホルスタインにつきま

しては年１回実施されております。また、県においても経済連の主催で和牛とホ

ルスタインにつきましてそれぞれ年１回共進会が実施されております。共進会に

つきましては主催の関係から農協など関係機関との協議が必要となります。調整

内容としまして関係機関と実施方法等を協議し、合併までに調整するとしており

ます。最後になりましたが、項目 18、 45ページから 46ページでございます。農
業地域活性化イベントでございますが、農業関係のイベントにつきましては１市

６町全市町が実施されていらっしゃいますが、各市町担当部署が異なり、また、

開催時期、予算等にも差異がございます。今後新市において内容等が同じような

ものは統廃合を含めた検討が必要となりますが、当分の間は、実施場所等の関係

もありますので、旧市町の範囲で実施していくというような調整をしております。

調整内容といたしまして、当分の間、新市においても現行のとおり旧市町の範囲

で実施する。ただし、内容等が類似しているものは統廃合を含め検討をするとし

ております。以上、農林水産関係事業【農業】の取扱いについて調整内容の説明

を申し上げました。なお、耕地の時も申し上げましたが、 2000年の農業センサ
スによりますと、１市６町の農家数は6,772戸で、平成13年の農林水産省の生産
農業所得統計によりますと、畜産加工農産物を除いた生産額でございますが、

183億 3,800万円となっております。また、畜産につきましては、昨年の３月か
ら今年の１月まで農協年度による 11カ月間の１市６町の姶良中央家畜市場にお
ける子牛の出荷頭数は 5,952頭で、売上額は 24億 3,562万４千円になっておりま
す。また、成牛の出荷実績は 911頭で１億 8,254万２千円となっております。以
上で農業につきましての事前提案の説明を終わらせていただきます。先進事例が

47ページに掲載してございます。よろしくご協議くださるようお願い申し上げ
ます。以上で終わります。  
〇姶良中央地区合併協議会会長（鶴丸 明人）  
 ただいま農林水産専門部会から提案説明がございましたが、何かご質問等はご

ざいませんでしょうか。  
［「なし」と言う声あり］  

 それでは、質問等がないようでございますので、協議第 39号、農林水産関係
事業【農業】の取扱いについて（協定項目 25－ 16－①）は終わらせていただき
ます。次に、会議次第７の⑵、協議第 48号、一般職の職員の身分の取扱いにつ
いて（協定項目 11）を議題といたします。本件につきましては総務専門部会の
所掌事務となっておりますので、総務専門部会から提案説明をお願いいたします。

はい、部会長。  



 - 37 - 

〇姶良中央地区合併協議会総務専門部会長（堤 清利）  
 総務専門部会長でございます。資料別冊２の協議第 48号、一般職の職員の身
分の取扱いについて（協定項目 11）の事前提案にあたりましてその提案理由等
についてご説明いたします。一般職の職員の身分の取扱いについては、そこにお

示しいたしました４項目について協議を求めるものでございます。協議を求める

内容といたしましては、１、１市６町の一般職の職員は、市町村の合併の特例に

関する法律第９条第１項の規定によりすべて新市の職員として引き継ぐものとす

る。２、職員数については、新市において定員適正化計画を策定し、定員管理の

適正化に努める。３、職員の職名については、合併までに調整する。４、給与に

ついては、現給を保障し、職員の処遇及び給与の適正化の観点から調整し、統一

を図るの４項目でございます。参考資料といたしましては１ページと２ページに

職員数や職名等の１市６町の現況をお示ししてございます。また、３ページには

給与に関する１市６町の現況をお示ししてあります。４ページには１市６町の定

年退職予定者数の一覧表をお示ししてあります。５ページと６ページには関係法

令の抜粋をお示ししてございます。そして７ページには先進事例をお示ししてご

ざいます。この一般職の職員の身分の取扱いについては、人事分科会、総務専門

部会をそれぞれ開催し、検討、協議を行うとともに、先日の幹事会においても協

議を行ってきたところでございます。それでは、総務専門部会等での具体的な協

議、検討内容についてご報告いたします。まず１の項目についてでございます。

先に協議を行いました特別職の身分の取扱いの際にご説明いたしましたが、市長、

町長、助役、収入役などのいわゆる特別職は地方自治法など関係法令の規定に基

づき合併の日の前日には失職することとなっておりますが、このような特別職以

外の一般職の職員につきましてはいわゆる合併特例法の規定に基づき身分を保有

する必要があります。お手元の資料の５ページをお開きいただきたいと思います。

上の部分ですが、市町村の合併の特例に関する法律第９条第１項には、「合併関

係市町村は、その協議により、市町村の合併の際、現にその職にある合併関係市

町村の一般職の職員が引き続き合併市町村の職員として身分を保有するよう措置

しなければならない。」というふうに規定されております。このようなことから

１の項目では、１市６町の一般職の職員は、市町村の合併の特例に関する法律第

９条第１項の規定によりすべて新市の職員として引き継ぐものとするというふう

に合併特例法に基づきその基本理念をお示ししたところでございます。次に、２

の項目についてでございます。１市６町の職員数は資料１ページの上の方にお示

ししてございます。職員定数については、地方自治法の規定により条例により定

めることとなっております。また、１市６町とも現在でも定員適正化計画を定め、

定員管理の適正化に努めております。定員適正化計画とは、行政改革推進のため
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に当時の自治省、現在の総務省ですが、自治省の指導の下に策定されているもの

で、人口の増減や行政需要の変化等に適正に対応するための必要な定数に関する

計画であります。１市６町が合併し、新市が発足いたしますと、新市において改

めて定員適正化計画を策定し、条例により定数を定める必要があります。その際

には、１の項目でお示ししたとおり、合併の日に所属する一般職の職員はすべて

新市に引き継ぐこととなりますので、新市においては、今後の行政需要や総合支

所方式をとる類似団体の状況あるいは職員の退職状況等いろいろな状況を勘案し

ながら定員適正化計画を策定し、計画的に人員の削減を図っていく必要があると

考え、そのような表現としたところでございます。次に、３の項目についてでご

ざいます。職員の職名については、合併までに調整するとしております。現在１

市６町の地位別職員の状況は１ページの下の方にお示ししてありますが、国分市

は部長制を設けており、他の町では課長までの制度となっております。新市が発

足した場合の人事異動等の発令は新市において行われることとなりますが、この

場合、合併までには職名なども含めた人事発令の方針を決定し、人事作業を行い、

新市発足と同時に人事の発令を行う必要があります。したがいまして、どのよう

な職名を設けるかにつきましては、今後合併までに協議、検討を行っていく必要

があると考えておりますが、ここでは基本的な理念をお示しし、この基本原則に

基づき今後さらに１市６町で詰めてまいりたいと考えております。次に、４の項

目についてでございます。給与については、現給を保障し、職員の処遇及び給与

の適正化の観点から調整し、統一を図るというふうに提案してございます。給与

につきましては、基本的には１市６町とも国や県の給与体系とほぼ同じ体系とな

っておりますので、それほど大きな差異はないと考えております。資料の３ペー

ジに１市６町の平均給与等をお示ししてございますが、これを見ますと平均給料

について相当な差があるように見えますが、実際は平均年齢や平均経験年数、学

歴の違い、職名の違いなどによって数字が変動いたしますので、一概にどの団体

が高いとか、低いとかいうのは言えない状況にあります。ただ昇給基準など団体

によって若干異なっている部分もありますし、また、昇任の時期も必ずしも同一

でないこともあり、同じ年齢、同じ学歴、勤務年数で比較した場合、給料が全く

同じかと言うと、そうでない場合も多いと考えられます。このようなことから給

料につきましては現給を保障するということをうたうとともに、今後の課題とし

て職員の処遇及び給与の適正化の観点から調整し、統一を図るというふうに提案

したところでございます。なお、給与につきましては、先ほどご説明いたしまし

た合併特例法第９条、５ページの上の方にお示ししてあります。その第２項に

「給与その他の身分の取扱いに関しては、職員のすべてに通じて公正に処理しな

ければならない。」という原則があります。また、同じく、５ページの下の方に
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お示ししておりますが、地方公務員法第 24条第１項では、「職員の給与は、そ
の職務と責任に応じるものでなければならない。」、また、第３項には、「職員

の給与は、生計費並びに国及び他の地方公共団体の職員並びに民間事業の従事者

の給与その他の事情を考慮して定めなければならない。」と規定されております。

したがいまして、給与の調整、統一を図る場合においては、このような観点に立

ち、公正かつ適正に、また、国の示す給与水準なども考慮し、さらには合併の趣

旨であります行政のスリム化、効率化といったことも勘案しながら調整方針を定

め、統一を図っていく必要があると考えております。以上をもちまして協議第

48号、一般職の職員の身分の取扱いについての事前提案にあたりましての説明
を終わります。  
〇姶良中央地区合併協議会会長（鶴丸 明人）  
 ただいま総務専門部会から提案説明がございましたが、委員の皆さん方から何

かご質問等ございませんでしょうか。  
［「なし」と言う声あり］  

 特に質問等がないようでございますので、協議第 48号、一般職の職員の身分
の取扱いについて（協定項目 11）は終わらせていただきます。次に、会議次第
７の⑶、協議第 49号、町名・字名の取扱いについて（協定項目 19）を議題とい
たします。本件につきましては企画専門部会の所掌事務となっておりますので、

企画専門部会から提案説明をお願いいたします。はい、部会長。  
〇姶良中央地区合併協議会企画専門部会長（塩入谷 政秋）  
 それでは、資料別冊３をお開きください。協議第 49号、町名・字名の取扱い
について（協定項目 19）の事前提案説明をいたします。町名・字名の取扱いに
ついて次のとおり協議を求める。１、町・字の区域については、現行のとおりと

する。２、町・字の名称については、次のとおりとする。⑴、国分市については、

国分市〇〇を霧島市国分〇〇に置き換える。〇〇は現在の町名・字名であります。

⑵、溝辺町については、姶良郡溝辺町〇〇を霧島市溝辺〇〇に置き換える。以下

横川町、牧園町、霧島町、隼人町につきましても同じような形で置き換える。⑺、

福山町については、姶良郡福山町〇〇を霧島市福山〇〇に置き換える。ただし、

大字の福山については霧島市福山何々番地とする。以上でございます。町名・字

名の取扱いにつきましては、企画分科会、企画専門部会、それから先日幹事会に

提案を申し上げまして、承認をいただきました。それでは、協議の経過について

ご報告を申し上げます。去る２月 12日の第 18回の協議会の中で新市名称が「霧
島市」に決定したことを受けまして、今回町名・字名の取扱いについて提案をさ

せていただきます。まず初めに調整案に出てまいります町・字の町の考え方です

が、これは隼人町、溝辺町の自治体の町のことではありませんで、１ページの所
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に出てまいります現況調書がございますが、国分市の所にあります住居表示の町

名の町のことでございますので、よろしくお願いしたいと思います。それでは、

１ページをご覧ください。下の方に１市６町の町名・字名が書いてございます。

ここで国分市が住居表示を、字だけでなくて、町とされている地域が 32箇所ご
ざいます。ほかの６町はすべて字で住居表示をされております。考え方といたし

ましては、町名と字名は全く同じでございまして、住居表示の議案等を議会に提

案された時に字とするか、あるいは町とするかの違いだけでございます。それで

は、まず調整案１の町・字の区域について説明を申し上げます。区域については

合併時の混乱を避けるために変更しない方がいいということで、区域については

現行のとおりとするといたしました。なお、どうしても区域の変更をしたいとい

う市町につきましては、合併までに住民の方々の賛同をいただいて旧市町で区域

の変更をしていただくということで専門部会の方では意見統一がされました。続

きまして２の町・字の名称についてですが、この件につきましては、今年の１月

15日開催の第 16回協議会の新市名称検討小委員会の委員長報告で、既存の市町
名は、地域住民にとって愛郷心を育み、連帯感を醸成する礎となっていると同時

に、長い年月を経て培われてきたその地域の歴史、文化の総称とも言えることか

ら、町名・字名の取扱いについては既存の市町名を残すことを基本に調整するよ

うにという要望がございました。併せましてまた昨年の 11月 25日の第 13回の協
議会で消防団の取扱いについてを協議をいただきましたが、その調整内容の所で

新市の消防団の呼称はそれぞれ〇〇市、まだこの時には新市の名称が決まってお

りませんでしたので、〇〇市国分消防団、〇〇市溝辺消防団というような形で旧

市町の名前を入れて、後ろの方に「町」という文字を入れない形での承認をいた

だいております。そのような考え方を基本に調整案を作成をいたしました。それ

では、具体的に申し上げますが、２ページをご覧いただきたいと思います。そこ

に①、②、③の三つのパターンが載せてあります。まず一番右側の③のパターン

につきましては旧市町名が入っておりませんので、先ほどの新市名称検討小委員

会、それから消防団の取扱いの調整案等を尊重いたしますと採用しないというこ

とで省かせていただきました。続きまして１、２のパターンでありますが、これ

はいずれも現在の町名・字名の前に旧市町の名前を入れておりまして、①は

「市」、「町」の文字を入れないパターン、それから２のパターンは「町」の文

字を入れる考え方でございます。それでは、①、②のどちらのパターンをよいか

でございますが、まず②のパターンを採用いたしますと、専門部会で問題になり

ましたのが国分市であります。現在の国分市中央何丁目を新市では霧島市国分町

中央何丁目となりまして、国分市であった地域が国分町という名前になって市か

ら町に格下げになったイメージを与える。それから、また、国分市には町が付く
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町名、大字名が、見ていただきますと新町など九つもございます。そのような形

で新しい新市では霧島市国分町新町何々番地という形で町が二つ重なってしまう

と、このような観点から国分市の後に町を入れない方がいいんじゃないかという

結論になりました。それでは、国分市以外の６町だけに町を入れたらどうかとい

う議論にもなりましたが、新市の一体性を考えたときに統一した方がいいという

ようなことで、国分市に「町」を入れないのであれば、ほかの町にも「町」とい

う文字を入れない方がいいということになりました。したがいまして、結論と申

し上げまして①のパターンで今回提案をさせていただきました。ただ福山町には

「福山」という大字があって、この町は調整案でいきますと霧島市福山福山と福

山がまた重複することになりますから、大字の福山地域だけは「福山」の入れな

いで、霧島市福山何々番地とすることといたしました。それから、幹事会の中で

委員から出された意見といたしまして、「各市町地域に持ち帰って意見を聞くべ

きではないか。」という意見がございましたが、名称小委員会の意見やら、それ

から消防団の取扱いの調整案等を尊重して、旧市町の名前を使っており、特段問

題も出ないのではないかと。また、持ち帰って各市町ばらばらの結論になったら

新市の一体性がなくなるということで、今回提案をさせていただきました。それ

から、あと添付しております参考資料につきましては、３ページが町名・字名の

変更手続き、４ページには住所変更の手続きが必要ないと考えられる事例、それ

から５ページには関係法令、６ページには先進地の取扱いについて事例を掲載を

いたしております。以上、協議第 49号、町名・字名の取扱いについて（協定項
目19）の提案説明を終わります。ご協議をよろしくお願いいたします。  
〇姶良中央地区合併協議会会長（鶴丸 明人）  
 ただいま企画専門部会から提案説明がございましたが、委員の皆様方から何か

ご質問等はございませんでしょうか。はい、川畑委員。  
〇姶良中央地区合併協議会委員（川畑 征治）  
 確認のためにお伺いします。福山町地区なんですが、「町・字の区域について

は、現行のとおりとする。」ということで、四つの大字名があるところでござい

ます。先ほど説明でもあったんですが、字名の区域を変更するならば、地元、旧

市町で話し合っていただきたいということでございますけれども、実は牧之原地

域でございます。福山町全人口の約３分の１の人口が密集、大体そこに集合して

いるわけなんですが、そこに牧之原という字名、大字名も全然ない所でございま

す。ずっと前からですね「この牧之原字名をどうにかならないか。」というご意

見もありまして、先ほどの住民説明会でも「是非この合併の際にできないもの

か。」と意見もあったところでございますが、その辺のあたりの取扱い等につい

てですね住民の声が上がってくれば可能なものかどうか。その確認のためにお伺
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いいたします。  
〇姶良中央地区合併協議会会長（鶴丸 明人）  
 はい、企画専門部会、審議の経過等も踏まえましてお願いいたします。  
〇姶良中央地区合併協議会企画専門部会長（塩入谷 政秋）  
 先ほどはご説明を申し上げましたが、この町名・字名につきましてはその地域

に大変密着した歴史的な経緯があって付けられている名前でございまして、専門

部会の中では区域の変更あるいはその字名の変更については旧市町で変更してほ

しいと。先進地事例でも、例えば、半年ぐらいでその区域を変更する期間ででき

るということでございましたので、専門部会の中では旧市町が変更をして合併に

臨むということの結論になっております。以上です。  
〇姶良中央地区合併協議会会長（鶴丸 明人）  
 よろしゅうございますでしょうか。はい、延時委員。  
〇姶良中央地区合併協議会委員（延時 力蔵）  
 先ほど地域審議会の設置についての協議の際に申し上げたことでございますけ

れども、今、国会で、３月９日の日の国会で審議されるということの地方自治法

改正の中の地域自治区の設立ということができるということになりますと、それ

をば受ける受け皿としては、法律案の中には「小学校区等」と書いてございます

けれども、小学校区、あるいは、また、大字の区域だと思います。明治 22年の
大合併の時に合併された大字が昔の村の名前だったと思います。もう既に117年
経っております。それからの人口の推移とか、いろいろな面がございまして、こ

の平成の合併の時期に地域自治区の設立が可能になるように、今の大字の区域の

変更、あるいは、また、創設ということをば合併前までに各市町村でご協議、決

定されていくということをばお願いをいたします。  
〇姶良中央地区合併協議会会長（鶴丸 明人）  
 その件については今お答えがあった部分と重なっているのかな。はい、今先ほ

ど川畑委員の質問でそういうふうにそれぞれの地域において決定してということ

でございましたので、ご理解いただきたいと思います。ほかにございませんでし

ょうか。はい、木場委員。  
〇姶良中央地区合併協議会委員（木場 幸一）  
 ４ページの参考資料の中ですけれども、合併時に住所変更手続きが必要ないと

考えられるものが挙げてあるんですけれども、必要なものはどのような事例があ

るのか教えていただきたいと思います。  
〇姶良中央地区合併協議会事務局次長（濱﨑 正治）  
 先進事例等ですねいろいろ引っ張ったり、尋ねたりしているんですけれども、

銀行関係につきましては、地場の銀行等についてはですね、新市の名称等が決ま
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ったり、町名・字名が変更になれば、そのソフトを導入しながら銀行の方がやっ

ていきますよというのは聞いております。確かめました。それで都市銀行等が進

出している所等についてはですね銀行に直接まだ聞いておりませんので、そのあ

たりについては住所変更等が必要になるのかなというふうには考えておりますけ

れども、今、私たちが考える中では手続き等確実に必要なものというのはないみ

たいです。今後また調査してですね、出てきた時は、ご報告をしたいと思います。

よろしくお願いいたします。  
〇姶良中央地区合併協議会会長（鶴丸 明人）  
 はい、よろしゅうございますでしょうか。ほかにはございませんでしょうか。  

［「なし」と言う声あり］  
 特に質問等はないようでございますので、協議第 49号、町名・字名の取扱い
について（協定項目 19）は終わらせていただきます。続きまして会議次第７の
⑷、協議第 50号、その他事業、いわゆる指定金融機関等の取扱いについて（協
定項目 25－ 27－①）を議題といたします。本件につきましては行政委員会等専
門部会の所掌事務となっておりますので、行政委員会等専門部会から提案説明を

お願いいたします。はい、専門部会長。  
〇姶良中央地区合併協議会行政委員会等専門部会長（谷山 忠憲）  
 それでは、行政委員会部会長の谷山でございます。よろしくお願いいたします。

また、本日は出納分科会の会長、それと池田委員も同席しておりますので、併せ

てよろしくお願いいたします。それでは、行政委員会等部会の中の出納部会の方

から事前提案説明を申し上げます。よろしくお願いいたします。協議の第 50号、
その他事業【指定金融機関等】の取扱いについて（協定項目 25－ 27－①）でご
ざいます。その他の事業【指定金融機関等】の取扱いについて次のとおり協議を

求めるの１項目でございます。指定金融機関等については、合併までに調整する

ということでございます。それでは、資料に基づきまして説明申し上げます。資

料の１ページから２ページについては各市町の現在の指定金融機関指定の状況で

ございますが、お手元の資料に掲げてあるとおりでございますが、鹿児島銀行の

取扱いが国分市、牧園町、隼人町の１市２町でございます。あいら農業協同組合

取扱いが溝辺町、横川町、霧島町、福山町の４町でございます。収納代理機関等

についてはそれぞれ市町ごとに記載してあるとおりでございますので、お目通し

願いたいと思います。それと鹿児島銀行とあいら農業協同組合により指定金融機

関指定の条件に関する公金取扱い等の資料をいただき、参考にしながら、今まで

分科会、担当課長会、収入役会、専門部会等で指定金融機関等の取扱いについて

検討してまいりました。それと今後さらにですね、調査してきたんですが、今後

さらに調査研究する必要があるということで、指定金融機関等については、合併
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までに調整するという結論に達しました。なお、３ページには４協議会の先進事

例、４ページには指定金融機関等に関する関係法令等を参考までに示してありま

す。また、５ページには、今後指定金融機関選定のスケジュールフロー案ではあ

りますが、参考までにお示ししてあります。以上で指定金融機関等の取扱いにつ

いての事前提案説明を終わります。ご協議のほどをよろしくお願い申し上げます。

以上です。  
〇姶良中央地区合併協議会会長（鶴丸 明人）  
 ただいま行政委員会等専門部会から提案説明がございましたが、委員の皆様方

が何かご質問等ございませんでしょうか。はい、今島委員。  
〇姶良中央地区合併協議会委員（今島 光）  
 この資料を見ますと、特に農業の町、こうした所が全部あいら農業協同組合と

いうふうになっております。調整内容が合併までに調整するということになって

おりますけれども、果たしてこの合併までにいつ頃まで調整をされるのか。その

辺をちょっとお聞きしたいと思います。  
〇国分市会計課長（池田 和弘）  
 国分の池田と申します。よろしくお願いいたします。お手元の資料の４ページ

をご覧いただきたいと思います。すいません。５ページでございます。一番最後

でございます。先ほど部会長の方から申し上げましたように、ここに選定に関す

るスケジュールフローをお示ししているわけでございますが、この中で現在の段

階でいきますと２月でございます。今日ここで協議会の方にお諮り申し上げてお

りますけれども、この後具体的な動きといたしましては、先月の１月に一応金融

機関の方からある程度アンケートを求めまして、その集計を各市町にお配りして

いるところでございます。それに基づきまして 16年の５月から、この調整票あ
るいはすべてのいろんなスキルとか、いろんな状況がございますので、それらを

総合的に検討をして絞り込みに入りたいと。それには収入役会あるいは担当課長

会、あるいは分科会、それぞれが段階的に詰めていきたいというふうに考えてお

りまして、一応大体９月ぐらいのところで内部決定ができないだろうかというよ

うなスケジュールで現在進行しております。以上でございます。  
〇姶良中央地区合併協議会会長（鶴丸 明人）  
 ほかにございませんでしょうか。はい、川畑委員。  
〇姶良中央地区合併協議会委員（川畑 征治）  
 １件だけお伺いします。現在二つの指定金融機関があるわけですが、合併まで

に調整するということなんですが、それぞれ収納いろいろ事務あるわけでござい

ますけれども、現在のこの二つの収納手数料等は統一されておるもんか。そのあ

たりについてお伺いいたします。  
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〇姶良中央地区合併協議会会長（鶴丸 明人）  
 収納手数料、はい、部会長。  
〇国分市会計課長（池田 和弘）  
 収納手数料につきましては、窓口で納付書等での収納する時の手数料というこ

とで承りますけれども、これが牧園町、霧島町、横川町、福山町が１件あたり

20円、消費税別ですね。そのほかは一応収納手数料は無料となっております。
以上でございます。  
〇姶良中央地区合併協議会会長（鶴丸 明人）  
 ほかにございませんか。はい、延時委員。  
〇姶良中央地区合併協議会委員（延時 力蔵）  
 指定金融機関の指定については議決が必要なんですね。そうした場合にこの調

整というものはいわゆる新市になってから議会の議決を得られて発効するものだ

と思います。そうしますと指定金融機関は一つしかできないと思いますよね。そ

れ、したがいまして、１市６町の中にあります金融機関の中から収納代理、指定

代理金融機関、あるいは、また、収納代理の金融機関若しくは収納事務取扱金融

機関ですか、ランクがあると思いますが、そういった面まで含めての調整をして

いただくということになるでしょうか。お尋ねいたします。  
〇国分市会計課長（池田 和弘）  
 確かに、今、委員のおっしゃるとおり、新しい新市になってから新しい指定金

融機関は一つという形になりますけれども、当然、合併日においていきなり決め

て云々ということがなかなか不可能な状況でもございますので、いわゆる、今先

ほど内部で絞り込みをできたらということで申し上げておりますが、最終的には

一応首長さん方でまたお話し合いをいただいて、そして新市になります時に専決

処分で、一応職務執行者の方が専決処分で決定をして、後で議会で承認を得ると

いう段取りになっているようでございます。以上でございます。  
〇姶良中央地区合併協議会会長（鶴丸 明人）  
 はい、児玉委員。  
〇姶良中央地区合併協議会委員（児玉 實光）  
 今、指定金融機関の問題で私たちあいらの農協もそれぞれの行政の所で指定を

受けておるわけですけれども、今から協議が始まるわけですけれども、事例とし

ましても今回九州オンラインが全国オンラインにつながりますし、また、この内

容につきましても何ら銀行と変わらない取引すべてができますし、また、現在の

ところでは、指定金融機関をいただいてない所も、それなりに行政なり、あるい

は、また、町民、市民の方との直接のつながり、そういうものでは、振り替えの

手数料とか、そういうものは決まってはおりますけれども、ほとんど免除をいた
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しております。無料ということでいたしております。今後につきましても、私た

ちの所は管内のことはもうあいら一本、私たちの所で決定ができますので、そう

いう言えば市民なり、町民の所につながる面につきましてはですね十分免除、そ

ういう形での協力はできると思いますので、今からの審議でしょうけれども、ひ

とつよろしくお願い申し上げたいと思います。  
〇姶良中央地区合併協議会会長（鶴丸 明人）  
 ほかにございませんでしょうか。ございませんでしょうか。  

［「なし」と言う声あり］  
 それでは、ほかに質問等ないようでございますので、協議第 50号、その他事
業【指定金融機関等】の取扱いについて（協定項目 25－ 27－①）は終わらせて
いただきます。以上で次回の協議事項については終わらせていただきますが、こ

の四つの案件につきましては次回の会議で協議していただくことになりますので、

よろしくお願いをいたします。次に、会議次第８の新市のまちづくり計画（修正

案）についてを議題といたします。事務局の提案説明をお願いいたします。はい、

事務局。  
〇姶良中央地区合併協議会事務局次長（間手原 修）  
 説明いたします。 11月の 25日の日に第 13回協議会が行われました。その中で
新市まちづくり計画の原案を承認していただきました。その原案を基に作成いた

しました概要版によって各市町で住民説明会を実施していただいております。資

料につきましては別冊５でございます。その後行政側の関係する分科会長との事

業等についての意見交換、調整、まちづくりフォーラム委員との第２回目の意見

交換、各市町の企画課長でのプロジェクト会議等を経まして原案を修正する部分

がありましたので、報告し、承認を求めるものでございます。修正の考え方とい

たしましては、文章を分かりやすくするために修正、整理したもの、文言の説明

書きを書き加えたもの、地域審議会や人権関係など新しく追加をしたもの、事業

名を修正したもの等が主なものでございますが、資料の中で主なものにつきまし

て説明をさせていただきます。 22ページまでにつきましてはほぼ修正はござい
ませんでした。 23ページをお開きいただきたいと思います。 22ページ目から第
４章、新市まちづくり計画の基本方針でございます。修正箇所につきましてはア

ンダーラインを、文言の下に棒線を引いておりますが、 22ページの所が文言の
所に、２段目になりますけれども、「先端技術型産業」という所に棒線を引いて

おります。修正前は「ハイテク産業」という言葉を使っておりました。分かりや

すい表現に換えた方がいいということで換えました。それから、 23ページでご
ざいますけれども、 23ページにつきましてはすべてアンダーラインが引いてご
ざいます。「地域力」、それから「進化」、こういった形での文言の説明書きを
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追加いたしました。その下の方の基本理念の①、②、③、③はサブタイトルでご

ざいますけれども、それぞれ説明書きを加えさせていただきました。 24ページ
です。 24ページは将来像でございますけれども、上から５行目の所ですか、
「人を主役にとらえ」というような形での文言を整理をしております。したがい

まして、その下の所に、「住民と行政」という所にアンダーラインを引いており

ます。修正前は「行政と住民」という表現をいたしておりましたけれども、すべ

て今計画書につきましては「住民と行政」という表現の修正をかけております。

あと 25ページにつきましてはそれぞれ基本計画との整合性のためにこの文言等
を整理をさせていただいております。 26ページ目は６の所でございます。住民
参画の都市づくり（コミュニティ）でございますけれども、タイトルの所に「人

権を尊重し合い」ということで、人権関係が入っておりませんでしたので、今回

修正という形で人権関係を追加いたしております。それから、その下の方に「地

域審議会を置くこととし」ということで、提案をさせていただいておりました

「地域審議会」を今回計画書の中に盛り込みました。そのページのそのちょっと

下ですけれども、「さらにはお互いが人権を尊重し合い」というような形での文

言等の整理をいたしております。それから、 27ページ、 28ページにつきまして
は体系図を新しく添付をいたしました。 29ページ目につきましてはそれぞれ文
言等の整理を行っておりますけれども、ちょうど真ん中所の「促進」という言葉

でございますが、修正前は「行い」という表現を行っておりましたけれども、実

施方法、財源の裏付けがない現段階で「行う」という表現については非常に厳し

い状況があるということで、「促進し」という表現等に訂正をいたしております。

30ページ目でございますが、30ページの  の所です。「自然と共生した定住環境
の都市づくり」ということで、基本計画の方に住宅政策が載っておりましたが、

この項目の所にありませんでしたので、整理をいたしました。整理をする前は

「住民により都市づくり」ということで掲げておりましたけれども、後の方のコ

ミュニティの方に整理をさせていただいております。それから、 31ページ目で
すが、 31ページにつきましては、上から７行目でしょうか、新しく「新市で策
定する教育基本構想の下」ということを付け加えております。「学校選択の拡

充」ということがありましたけれども、「新市で策定する教育基本構想の下で学

校選択の拡充等を検討していく。」ということで追加をいたしております。あと

文言の修正を行いました。あと 32ページ目、それぞれ文章の整理を行っており
ます。 33ページ目も一緒でございます。 34ページがコミュニティ分野でござい
ますけれども、アンダーラインがたくさんありますが、一番上の方から地方分権

関係を２行追加をさせていただいております。上から２行目ですが、「住民と行

政との関わりがこれまで以上に重視されることになります。」という文言を追加
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いたしております。それからそこに「人権を尊重し合い」ということと「パート

ナーシップ」、「パートナー」、それから「男女共同参画の形成」等を掲げてお

ります。あとはそれに従って文言の整理をいたしております。 35ページは行財
政分野でございますけれども、一番上の方ですが、「国及び県からの市町村に対

する権限移譲等」を追加させていただいております。あとは文章の整理を行って

おります。 39ページ目に移ります。 39ページからは新市のまちづくり基本計画
になりますけれども、これは主に事業名の修正を行いました。 39ページが「土
砂防災対策事業」の所にアンダーラインが引いてありますが、事業名の変更をい

たしております。それから、 40ページ目、 40ページにつきましてもそれぞれ事
業名を整理をいたしております。内容は一緒でございます。 42ページですが、
下の方になりますけれども、定住促進関係を整理をさせていただいております。

同じく44、 45、46、それぞれ事業等の整理を行って修正を行っております。 47
ページ等ですけれども、事業名の後ろの方に新規という、主な事業の所に新規と

いう括弧書きを追加いたしておりますけれども、新市ではすべて新規事業になる

というふうに判断しておりますけれども、基本的には、現在１市６町で実施して

いない事業、新市でやりたいというような事業等について新規ということで括弧

書きを追加させていただいております。 48ページ、 49ページ、それぞれ事業名
等を分かりやすく掲げております。 51ページ目につきましては、 51ページの下
の方ですけれども、「人権啓発」、「人権同和教育の推進事業」、これ等が入っ

ておりませんので、新しく付け加えております。それから、 54ページは新市の
一体化プロジェクトでございますけれども、真ん中あたりの所ですね、「国際交

流の推進」、「人権同和教育の推進」、それから「地域審議会の設置」等を追加

いたしました。それから、 56ページからですけれども、第７章の新市における
県事業の推進、第８章、公共的施設の統合整備、 58ページからの財政計画等に
つきましては修正をいたしておりません。以上、修正箇所のみの説明を終わりま

すけれども、この修正を含めた計画につきましては、合併特例法の規定によりま

して協議会の承認を受けて県知事に協議をするということになっております。協

議会には、県との協議が終了したら、最終的な計画として再度報告をし、決定を

していただくということになっておりますので、ご審議方をよろしくお願いいた

します。以上、終わります。  
〇姶良中央地区合併協議会会長（鶴丸 明人）  
 ただいま事務局の方から説明がございましたが、ご意見・ご質問等ございまし

たら、よろしくお願いいたします。西委員。  
〇姶良中央地区合併協議会委員（西 勇一）  
 ８ページのですね財政シミュレーション結果というのが出ておりますが、国分
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市の場合、平均普通建設事業費が 52億１千万となっておりますけれども、もう
国分は箱物も何もかんもできていますから、こんなに要らないわけですけれども、

どうもこう見てみますと、ほかの所がその事業費が少なくて、国分が大変多うご

ざいますけれども、意図的にこの赤字マイナス数字になる計算を合わすためにこ

うされたんだろうかなと不信感を持つんですが、この根拠をちょっと教えていた

だけませんか。そしてそのことがこのまちづくり計画の信用性、信憑性と言いま

すかね、そういうことじゃないかと思うんですけれども、ちょっとお願いします。  
〇姶良中央地区合併協議会事務局次長（間手原 修）  
 今回の財政計画につきましては、シミュレーションですけれども、本計画の

60ページの所に、 60ページになります。 60ページの所に前提条件として歳出の
中で普通建設事業費というのをここに⑩で掲げております。それぞれ１市６町同

じ条件でシミュレーションをさせていただきました。単独市町の分につきまして

は、平成 17年から 19年度、それぞれの市町から事業を積み上げ、必要事業費と
言うんでしょうか、それの結果が約 52億程度というような形になっております。
平成 20年度以降につきましてはこの３カ年の平均に会期式を用いて歳出をして
いるというようなこと等でございまして、過去の建設事業費等の実績を基にしな

がら、それぞれのまちがこの 17年から 19年のそれぞれのまちの事業を積み上げ
た結果をやっております。したがいまして、現在の行政水準を維持するというス

タイルでシミュレーションをさせていただきましたので、このような結果が出て

きております。  
〇姶良中央地区合併協議会委員（西 勇一）  
 分かりませんけど、はい、すいません。分かりませんけれども、それでは、今

までの市のその実績に、実績に応じて 52億円という数字が出たということです
か。  
〇姶良中央地区合併協議会事務局次長（間手原 修）  
 あくまでも、先ほど話をしましたけれども、これにつきましては 17年度から
19年の各市町が行いたい建設事業費というのを集計いたしまして計算をいたし
ましたので、過去の実績ではありません。  
〇姶良中央地区合併協議会会長（鶴丸 明人）  
 ほかにございませんでしょうか。  

［「なし」と言う声あり］  
 それでは、委員の皆様にお諮りをいたしたいと思いますが、事務局で説明では、

この新市まちづくり計画、いわゆるこの修正案は県知事に対する事前協議を行う

ために協議会の承認を得たいというものでございます。提案のとおり承認するこ

とにご異議ございませんか。  
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［「異議なし」と言う声あり］  
 異議なしということでございますので、新市のまちづくり計画につきましては

提案のとおり承認をされました。続きまして会議次第９のその他でございます。

委員の皆さんから何かございませんでしょうか。事務局の方は何かございません

でしょうか。はい、事務局。  
〇姶良中央地区合併協議会事務局参事（仙場 裕也）  
 次回の合併協議会の開催日程でございます。第 20回協議会は、３月 11日（木
曜日）午後１時半から国分シビックセンター多目的ホールで開催いたしますので、

よろしくお願いいたします。以上でございます。  
〇姶良中央地区合併協議会会長（鶴丸 明人）  
 ほかにはもう何もございませんですね。それでは、何もないようでございます

ので、本日の議長の役目を終わらせていただきます。本日も大変長時間にわたり

まして熱心にご協議を賜り、誠にありがとうございました。  
〇姶良中央地区合併協議会事務局参事（仙場 裕也）  
 これをもちまして第 19回姶良中央地区合併協議会を終了させていただきます。  

「閉 会  午後 ４時４３分」  
 


